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油井 に よる 油層 排 油 の 現象 | 


Drainage phenomena of petroleum from its reservoir (1) 
We oy 橋 純一 (J. Takahask: 


油層 に 於 ける 原油 移動 の 基本 問題 

出 移 動 と 入 移動 石油 誠に 於 ける 原油 の 移動 及び 集中 (migration and 
concentration) MIKE, (1) COREL DHE OBMME, WBA d 
移動 (inmigration) £, (2) 石油 居 よ り 地 表 等 へ の 移動 即ち 出 移 動 (emigr- 
ation) OPM DbBRSNZLOCHS. MULT (2) AAT DS 地表 
SLILH FOE AD LI KRET, 地表 に 於 ける 石油 兆候 の 生成 等 の 原因 と な 
る も の で ある 事 は 既に 輝 べた 所 で ある リリ 。 PR LW HED AMO OAR 
の ほか , WIFI L SPRUNG HO NS LO TAO MBD CH V, 之 が 油 麻 

より の 排 油 (drainage) Hit VFL S MLACTHS. ATCA US TOP 
TY REMEIC WET FI RY LIE SS LOCH 。 

と の 排 油 現象 の 宇 要 な 要因 は , (1) Neos oeSw ee, (2) 原酒 , 瓦 
匠 , 水 等 の 流 鏡 の 性 欺 , (3) KOSI 6 OFF BEA, Ze REN B ALFA, 
WIE, BOMB L VKSLOTCH2. 

BbBOBASwRe Ale LAMA XY WO, WAS COIR CT 


1) ASReRTRE Ch ARIK MT J 


本 204( 2) ee) en ae a #4 210 


も の で ある が , WiC AAT Se AIAIIC LS FL, A, FU EO ESS 
ESTES OES SD. LIC LT BAW AO RATER, 原油 移動 
ICTS MHC, WIL V AIF CHT 3 EDDA, MO jel CHEM FT S BENS 
SOMO LRSLOCHS~ | 
HRY FLAS (porosity), Car PueWes ic EC (ak WIC HE Yew Ci ay 2B 
HCH Sik, とい に は 詳 逃 し な い 。 COAKBOLEMKAWROIW ROEKSB 
均 様 で あり, HEHE (sorting) OALBIC LOT FBO 大 小 が 定まる も の で あ © 
DT, 砂粒 の 大 小 に は 殆 ん ど 無 隔 係 で ある 。 砂粒 が 4 篤 の 球形 で ある 場合 
LAIR ED DAVOS LE & RIL DIET BIC MO 
CHAM S. MUCHA, 球形 に し て 各 球 の 中 心 を 結ぶ 線 が 正方 形 を 
な す 如 く 積 め 込 まれ た 場合 に は , 和 孔 牽 が 最大 で 約 47% と な る 。 
nd — ih — = nd (ae) = 0.4764 nd? 
(A LEROWMK& dy IE n EF) 

{H LAELE ASHE CH SLX (close packed, FAVES 3 個 の 球 心 を 結ぶ 線 が 7 
TE=f{x tec) IClk, SOFAA 25.95% と な る 。・ 

世界 各地 の 油田 の 油 砂 の 賀 CBE TILT % , FLASILWHLD AS IC EBA 
な く , 一 般 に 油 砂 は Ioo~200 AY Y 2, PREM FORTE ELT ZY - 
合 が 多い 。 然 し 砂粒 の 大 さ , COMEILRSWOKRE, その 展 を 決定 し , HE 
つて 其 孔 際 の 連 貫 性 , 流 弁 の 浸透 に き § FS BEBE, FLEE [i > DRO に 大 な 
る 影 絡 を 及 攻 す も の で ある 。 

砂岩 は 堆積 後 , その 孔 牽 が 最小 と な る 個 向 を た どる も ゃ も の で ある 。 そ の 砂粒 
WAVE CHS Wii fGs CH S dr, ¥ 7eMEHho RAVE, MIPIC L SRA Ow 
PRESS IL HEBS HL DOEEIKCH Y , 二 次 的 に は 孔 隙 の 充填 (cementation), 
BO WMEG D PARAS T FLA IC BALE UNS © 

WS BW AO FLABIL 5 ~45% OlMICEMET SOS, 然し 30% YW Eos 
BOAR CB 0, 通例 は 10~25% CHS. ii CHRO hicH 
する 保有 上 能 容 は , その % EV SUMOKS, TOVWCLMANS. HICH 
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BROKE Moses, en JOI%, 其 配列, Fes a —REUED 
AME CWE E TITS も の で ある 。 
IK DHONI LE dD BUNICAS SH MALS, WS Heahicsal 
SF SMG EAT SILA Se BIT ZCEBKUCHASZ. 
アレ ン リ の 計算 に よれ ば , ABET ITF R © IE DLL HS (KEE TO~300 2 -Y 
2.) は 300,000,000~800,000,000 #9 FL¥Ke A L, FLEE SHY @ tne7] EH a pk 
0.14~0.0001 mm? で , 原油 と 接 内 すべ き 砂 粒 表 面積 の 合計 は 760~25000 
PFIRCHS ERS. TALS OMI, BWR, WPS OKAICHL 
CHBRBIREATS LOCHS 
Ria, LyOwes ees HE, 表面 張力 , TEPPER Oak L «BS 
ZACKS UAW CH 0, EREO(GMEL VIS LZROUKBOW 
BWCHS%. MUCH E VITOR ETA, JY HER PEE It 
FERABE, 及び 表面 張力 で ある が , T AISFEICHHELIEN OEE IC EMESIS 6 
HUE HRY CLUE I IEOBS IC HEL, 概ね ね その 粘度 は ェ /2 以下 
に 降り , ま た 高床 に より 原油 中 に 溶解 せる 瓦 天 の 存在 に より , ic TORE 
が 低下 する 。 MCA POTRMBICR SER, Wot HALE Ie (ik SA ADE & 
WT SUA, TOPOS 3. 表面 張 カ も 油 度 礎 JyDsr Mie KE 
て 減ずる が , TOMA PCHRD SVMF IC lk & DOBLE 
I'F Do 
ACH Sth HA RRC HE FAB AS AC, 深度 7m に つき I ェ °C と 蓋 ふ 如き 例 
は 少く な い 。 米 國 の 油田 で も 30m 内 外 に つき °C, 深度 rooom で 30 
°C 以上 と 蓋 ふ が 如き 例 は 稀 れ で な く , 了 時に な K 水 の 沸 千 以上 の 温度 を 示す 深井 
も $ 知 られ て 居る 。 
原油 oe BRHID KALIL, KR IO ese & UCEET SiR 
成分 AED We LISS し て 複雑 な る る 開 係 を 示し 」 (KA Piro Boy 


l1) Uren, WE nd Oe governing drainage of petroleum 
from its reservoire rocks. Science of Petroleum. Vol. I, 


2) 高橋 , UNDE O RIN, AU AIH, 


e 
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BT RE 適合 する けれ どる も , Ure 2,000%3,000 IONIC 「 
(LAS 2 We As & AE ずる 。 

農 と し て 存在 し , 深い 油層 内 で は 瓦 末 又 は 蒸 宗 と し て 存在 する も ゃ の は , 地下 
渦 度 の 塔 加 に 人 性 ひ 礎 力 が 相 営 に 高き 場合 に も 序 縮 を 直し 得る も の で ある 
OF ARH DGS S He SHAY, THAI TC, 或 は 油層 と 油井 間 に 於 で 
原油 の 商 化 水素 各 成 分 の 物理 性 の 再 調 疲 が 地 る 識 で ある 。 

喜 匠 及び 蒸気 の 混合 物 が 油層 より 油井 に 流出 する 場合 , PaO BIO 
各 激 な る 細 化 に より 膨 服 と 冷却 を 件 ふ も の で ある 。 MUTHICHNE I 
け , な ほ 苦 縮 を 苑 れ た る 蒸 楽 は 油 管内 に 人 存 在 せ る 向 時 に 上 比 し 敷 億 の 容 柄 を 
Hd ZICH SBCHS. COA EWE LICK 2 IGA HO Has 
TIE OD ALE HEE TS SLA ICICI BET NE VOTH S 

KUOWEL LET ZR AMR von OVENS, HEA IAS 
tft (OBEN IC AARC HS THB ICAT ME TILESGMNE 4b, 10~2005% 
KOE NOBSICAHROREE ALS. LM, RROUA ole Hie HL 
匠 の 場合 と 異 り , A RAMA MTD 0 WENRICE L BERLE PBR AT Few tc 

複雑 な る 結果 を 生じ , 瓦 匠 法則 に SS iReaS 28% ICHET ZA WMAS 
S), 要する に 石油 局内 に 於 ける 瓦 灯 及び 恭 舞 は , 喜 末 膨 服 の 法則 に より 8 
算 せ る 値 よ りゃ も , 造 か に 小 な る 容積 を 占め る 事 は 明か が か で ある 

天然 瓦 世 の 原油 に 詩 す る ATYAREIC BET EBT IC bUt~ ze Ds”), IAS 」 
ACHE OIL LC, Rit RIL LC, 或 は 溶解 し て 存在 する も の で 」 
HS. TOVVMPBEILBTIIC LEAT Jie, 原油 内 に は 其 床 力 の 限度 に 相 営 
DMA L CH SCH So Wie < HOMIC HANTS Sapa AE, 
Belt MAK AL CIMA ICS EM, BILVERE LC hE OE, Wee 
Hh FIC MEH L CAPE TB o 

i LC Uh HC RE STE, 多く の 池田 に 於 ける 排 油 の 原動力 と な 


へ デア テン 』 ペ クモ セン, オク テン 等 の 如く 常 康 で 区 液 


1) Uren, 前 出 。 
2) ATER AA 2 Dio 
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る も の で あり , 原油 を 砂粒 よ り 引 離し て 移動 を 起 さ し め る も の で ある 。 ii 
IC HHAIC AIR LUCAS SEE, THE IRIS ) MICH BETZ 
も の で ある 。 5 

或 る 油田 で は ェ bbl の 原油 が 800 立方 串 の 瓦 匠 を 溶解 そ せる 例 が ある 。 
DT NAO FO ASH SAUL, 原油 の 容積 は 増加 し , A.P. I. ボー ヌメ 
も ゃ 大 と な る 。 匠 様 な 原油 が 油井 に 至 つ て 瓦 勘 を 失 へ ば 其 容 積 を 減少 する の 
は 営 然 で , COPAMS 36% に 達し た 質 例 も ある と 芸 ふ り 。 勿論 原油 の 粘 
度 が 大 な る 場合 に は この 溶解 せる 瓦 匠 は 容易 に は 人 失 は れ な い 改 , BOI 
慶 が 今 減 する と き は 大 部 の 瓦 天 を 失 は ず に 地表 に 達する 衣 で ある 。 

まな た 反 敵 に 瓦 匠 を 含む 場合 原油 の 粘度 及び 表面 張力 は 著しく 低減 さ 札 
る 。 沿 度 を 一 定 し て , LS 40 SIMONI % I~ AIC I AL 
め た 場合 , その 粘度 が 60% 低減 し た 損 例 も ある 。 ま た ル そ 110 SAO MK 
FIC HOME fd Fie し め た 原油 は , その 表面 張力 を 84% BMC ERIM 
告 も あり , 何 れ も 石 油 選 内 に 於 ける 原油 の 移動 を 考察 する 場合 , 注 意 す べき 
HHCHS So 

毛管 現象 KGVRO Id, BMRA AMM CKO 2 tho WE, A 
DBM BAL LC, MIA RIC ihe WA CHEM Lis SAE LT, 
多く の 人 々 に よ ょ つ て 論 究 され た 問題 で ある 。 

EASELS (capillarity) は 分 子 引力 と 見 作 さ れ , 炊 の 二 種 の 分 子 問 引力 の 
組合 せよ り 成 る も の で ある 。 
(2) 同一 物質 の 分 子 間 別 力 , 印 ち 液 の 表面 を 最小 な らし めん と する 表面 
張力 と , 液 の 切断 に 抵抗 する 選 此 (cohesion) , 

(2) 異物 質 の 分 子 間 引力, BU Shee (adhesion), Gi FHEO Po & yeas 
と の 分 子 引 力 。 

液 帳 の 表面 張力 は , 液 磁 表 面 に 於 ける 分 子 間 の 引力 で , 液 購 表 面 を 小 な ら 


ten 


NT 
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T= ar hqg 
2 RT COSA 


Ten rt BeNFocea@e "h: 液 柱 の 高 さ 
QMO g: Nome 4: KREFORMAL 
と の 表面 張力 は 温度 の 上 昇 に 伴 つ て 低下 し , YEO tit HUM BE Car & 7k B 0 
水 の 場 合 に は , 


T=0.21 (370+t)? ts YH (PC) 

Hp Tn EPR TILIA k SMILE A | CHOT, 1,000 HERONS 
力 を 水 に 加 ふ る も , KROPAKOBMCILME € , KNEE C Dae OT CARE 
る 場合 と 同様 で ある 。 MILC 0.05 N の 溶液 は , 毛管 現 名 に 開 し て は 純 水 
EKERE SO CHS | 

毛管 力 は 液 に て よ ょ つて 異 り , 例 へ ば 20°C, WHMCS B 7k & OSs 


(Mc Coy) (Washburn) 
i oath 31.7 dyne , 24.0 (d=0.852) 
水 Blo + 79.0 (RN bo BOK 
yk 4 540.0 | 
EEA EERE CHRD, VINEGARS, TKO PEI D, 
IK EBAO RE Gold, Ke Aho PelmMic LEL 2 TRICIET 3 © 
PORWR ILLICIT S bo (+) と . 反 接する も の (一 ) と あぁ り , 十 の 場 | 
合 は 水 と 素 焼 の 陶器 の 如く 接 落 力 が 表面 張力 より 大 な る 限り 毛管 現象 が 載 | 
大 され 一 の 場合 は 例 へ ば 奏子 と 水銀 の 如く 低下 する も の で ある 。 
油 砂 が 石英 息 より 成る 場合 , 石英 に 習 す る 水 及 び 原 HOBIE Olek 
の 如く で ある 。 ; 
石英 ・ 水 接着 カー 82.64 dyne/cm 0* 


a” 


Fi3e- WAMBEAE I) 64.05 。 
1 17.97 dyne/cm 


BIS COA LOC WDSAEA 筐 間際 より 廣 き 北 隙 に 出 で , AK DS LW 
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| 代 す る も の と 主張 され , CORNICE SRA 196.26 gram/cm? に 達 す 
る と 云 は れ て 居る 。 TCOMRICHT ZIE OM BAH L<, 殊 に 水 の 沸 
野 に 近づく に 従 ひ 毛 管 力 は 低下 し , 原油 は と の 程度 の 泥 度 上 昇 に 土 し て は 
BME L< hui, CHAM SECES, Rew 7 3 4 ILMAE 
ERE SAME &, AIC fd Fe % AD & PeWere Law, 18 ヶ 月 間 放 置 し た る に , 約 20 
時 の 交代 を 見 た と 云 ふ 。 

マク コイ の 毛管 変 代 訟 は 石油 母 居 か ら 石 油層 へ の 原油 の 入り 移動 に 開 す 
る も の で ある が , と れ に 開 し て は 反 詩 褒 も 少く な い 。 筆者 の 見 解 で は , 石油 
FG LAWS Colin aA S724 OES, 原油 の 移動 集中 
の 長い 期間 の 間 一 定 REO LO CMV BID CH 0, HED HY LEAS 
AIL SMCS SW, DALES ROM < MADAMA) A ke OTHE 


く , 之 に 比 す 心 ば 毛 穫 交代 は 殆 ん ど 無 現し 得る も の で ある 。 更に 毛 筑 交代 


wed, WHIT D> 6 FAO MB WOW CLS HRS, HO CHINO BA 
EC SNWRMENS LOTHS. 

ジャ メン 現象 WRSBRWRId, LUO < AMICK shew 
2S LaF LS MRE AES SLO CK. 然し 年 ら , RORY 
DAE OMOEA TB, ASA ASERINIC VE TAIT 
移動 を 果 し 得 る る も の で ある 。 

COMICHA Lien BD PE, ジ ヤ メ ヌン 現 介 を 利用 し て 油井 の 集 油 機構 
の 訟 明 を 興 へ た 。 ジ ャ メン 作 叶 (Jamin action) は 笠 細 息 内 に 瓦 匠 泡 と 液 
BEWID EWE L SAME, WIPE SIE Le SEM FO in & 
IZA, HIT IRA FRE CRANE L & a C38 ICS, 開放 し て 容 
BNE ZEO6 SBASINARGS « | 

DH RV UAMAD IID MM CIC BIRO eS Cri ¢ bSES SDPO 


“er 
1) Mc Coy, Alex. W. Amer. Assoc. Petrol. Geol., Bull. 1926; Problems of 


Petoleum Geology, Tulsa, etc. 
2) Herold, S.C. Amer. Assoc. Petrol. Geol., Bull, Vol. 12,6, 1928; Stanford 


Univ. Press. 1928, 
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究 中 , EHWSIC HS ZIRE RID REM SLO s PEAICOS RS 


ZRAEBLICLO CHS”. . | 
第 一 園 の a 2A 0.5mm O*Fio CH ECH b DIEHICZETIOR 
LAK 0.04 mm と な し た る も の で ある 。 


: 
— 3 mw— 4 


fa) 
Y ta Ht ae EA 
ZED EHIME O— Mig IC STI & IMS BRL, IAI OULD ALES S BS, 


KUO TALILHLEO PMG D> ¢ , WR EO Wh DU RICHES MI MEO HH 
CBMVEA (HILO LES. TOS, PRSMHAICE db CHE a - 
FROMUMAS n HOMES, 2P OMNEIMSAMUL 2n OURBNEOVBE 
ZIFSRLINS. MSVMCMOM LINAS N7EMINCHMFT LOCH 


oe 


1) Jamin: Compt. Rend. Acad. Sci., Paris, Vol, 5. 1860. 


i 
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Bo Tk Chl & GHOSE, Ux Rv Ik FO—MiIC 3 PROBA LINN, 
15 HICH OCH Lea O BE BIE Rove ERS.0 TAIL ¥ 
AY EBM E OMIT iOS BEART LOCH So 

RECOM UEICINSS LAH PEALE, と の 場合 に は 最も その 端 に 近 き 気 


OSS L SBA EAR L, 順次 逐 を 遠ざかる に 従 ひ その 影 絡 を 減じ , 衝 に 全く 
MAE Ts S RIICHET D (Ia) 。 | 
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SOF RI Tc ER GR IC ES EMIS IC OU SUIMIE L¢ AU S Fe B 
の を 必要 と する 。 LHS a ic Tih 300 の 液 球 が 水銀 杜 120mm OK 
力 に 耐え を る が , LLY SPAMONIRS bik 60 個 の 液 球 が 760mm OME 
EAB. UW EHVFO OFLO DESH, 移動 に 調 す る 抵抗 度 が 増大 する 。 

第 一 園 の c it, a 口径 と b の それ と の 組合 せ で あり , へ ョ ルド が 特に 油 
PONRMEICPEWAE LMA ESS AINE TCHBES LOCH S. CORE 
ジャ メン の 訪 調 PHILO] Hc, 0.5mm et 0.04mm KO 
BAS ASEPTIC IES LOCH V, WHIMS MUU COR EES 
場合 り , WEAVIC k SMAPIASEL HK NSs B-lO d AAO 


ZL VA 


1) Sips BOK Te SABI KIEL, HII YE SA AL 
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so, 砂粒 , 液 球 , Re TBARS 。 克子 管 の 代り kK 金属 管 を 使用 す 
る も 同様 な 結果 が 得 ら る べく , a Lik DARE BRC ME) Lik Eas ha 
に 應 用 し て 油 砂 に 於 ける 原油 , 瓦 匠 等 の 移動 其 態 を 研究 する に 便 で ある 。 

ELREOBHLOREHED TEWIIE IMEC Teo. HRERD Wii IC IAI STI ASSL 
VYBAIT IL, FORD it (SAHA Meh) iL CS CAB C, FO PMILHA 
等 し い 。 WRHOM DASA CH MLA MPLA & Te Y , 液 球 は 
BREA THI ICHMT S. Hla e RU f に 於 て , 液 球 の 左端 (RO 
方 向 ) より OB NASAAMBOMIIICLEL p KGAKRSBA, WR f HSK 
の 抵抗 力 に 支 へ られ る 。 こ と れ ら の 場合 , CHO SPpcaj MoO Mc f 
応 於 ける より も 大 で ある と 推定 され る 。 ] 

KiCd る 所 細管 の 一 端 に P RSMAS, 作用 する 場合 , 之 に 近 き 第 一 
液 滴 が f な る 抵抗 を 県 へ る も の と すれ ば , PoMICH LT ik P-f ie SB 
が 作用 する 事 と な り , 順次 第 三 滴 に 於 て は Pー2f な る 康 力 が 働く 事 と な 
る 。 Mi MEKICHE I Pー3f。 Pー4f…… の 順序 に 選 減 し , 衝 に Pーnf=o | 
CBOTCECOVWBBKILIVS . HOVE b P—nf=o 2% SPARE Rt 
すれ ば , PSMA R KSVEWDPEEATS LOL BS. WASHES o 
MLCT OAK E b HAL CORBMILEO LOW L fi PET MEIKE Ic B 
る も の で あぁ る (第 二岡 )。 

TCOPRARAIL, Ov XV OWRBIRAE, BOS PRE OM Eb O38 
Ris SHMECH Zo IL CH PEM INET) 1k HEC EBT IRTEIC  B ii, P は 
ORT MEL D LAKE SUBVECH PGE RR を 充分 大 な らし め る た め 
に に は, 上 有 迷 の 如き 相 営 の 康 力 が 必要 で ある 。 

COBME P が R な る 距離 に 於 て o と な る MMI Swi, R&P 
の 垂直 角 を な す 直 角 三 角形 で 表示 する 事 が 出來 る (第 2 彫 b)。 と の の 三角形 
(LE 7e P HATO WA 5 1F SUELO IO ROVEMIRGE LAF % 
OCHS. INL THIMRMSAPEC HS SU7%, BS I URL OD OES, 
BAO UELAKO FW ICRNT 247 CH S ie, HaILAPEOSEME P ick 


細 219 BE FS cg He. 本 218(11) 


OTHE S WE IID Hit, MER cy CO と な り , MOMENT ZH 
端 に 於 て P ic する 量 と な る 護 で あぁ る 。 WBMP にょ つて 管内 より 
流出 す 可 き 流 帳 の 量 は , 上 の 三角 形 で 表示 され る 事 と な る の で ある 。 とれ 
ik Witte, Veh 7) SE Ze Fh IC AEA DSI IRS 。 

AiO Me RRO SAUL, WP Ov zy HOM AIF OSL 
THO LMC T SO LUT BASH IS o WIEOBAPRIC XY hh 
DIB II ARIS & SAL, NIC HME S IOS MIE RT SICHO, EO 
AVI D SHAM AS Xe Se & tS Bo HC SEIT FE THK HR Ik, ジャ メ 
ン 筐 と 類似 する も の で ある 。 WLCE VA VRE MI ICMIAT NY, th 


第 fs ff 


SEO LL THEMAE R OMMAICIS BEANO RA © JOM, 
WAS AIF ICME ST 3G CH S 。 

PRL OWPAICEI SS Xv SIS, HEE Oe LCP OR 
FLIC B ZiE, RIC MET SMe BLL VX vy ROWE Sed S che eh 
選 の 上 面 に 集め 得る も の と すれ ば , HI RT he Ie AMAA 
BS. COMMADMML LOLA CH), 洒 局 内 の 法典 が 油井 に よっ 
CHIN SIS EPSOM L AT % O CIE 

第 三 彫 の W 及び L tR*A MEL AL, 油層 の 厚 さ は hy で あり , pF 
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OMAR RCHSEFS. W REL OP ¥ AY ROM SM 


‘ ‘ 
Ala R EPRLISABCHSA, 前 逃 の 如く 中 心 に 於 て 最大 で 之 を 境 ざ 


か る に 従 つ て 基 効 果 が 泌 減 し R に 於 て は oO と な る 改 , CORBMAOR 
fe PET b, bo PIC IG IC 4B) CHAT SICHESYLOCHS.. 


a 1 
要する に 若 様 な 周 雛 は , 油井 に より て 採取 し 得 可 き 瓦 末 , 原 油 の 量 を 承 す 


も の で ある 。 HAWICK S W,L の 油井 の 臣 離 WS は 作用 御笠 Ld 
PCHSIK, その 排 油 遍 域 は 五 に 重複 し て 干渉 を 起す 謀 で あぁ る 。 COG 
は 油田 , 瓦 其 田 に 於 て 日 常 起り つ ヽ ある 現象 を 褒 明 する 目的 を 以 て 作 彫 さ 
WROD CHS”, : 


(I) SEREHIE ICING 3 A IFO EMR ROMEO. WL ot © 


PHIFMIIC PH REL (交叉 線 の 部 分 ) が 出來 , WIFOE GED Aw, L tko Bap 
OPBLL ICC COMP INMTE BA CHMT SRA, 各 油 井 の 産油 比 奉 
ROE RE TOP UC LO CHRIS 0c OVIRMO PE IEP HEO Ks 
CLS. 

(2) RIF OYE PEMEW S MOT AROMA. WS 間 の 如 
何 な 距離 に 於 て も , OLD KES BRD Oe 2 VINO Feed IC HHI ICE 
油 を 生ずる 。 

(3) WS HOF RAK, COFUEORBEICL D, 油田 に 於 
ける 流産 油 量 & OF ECS OS LE ELSE LGB AS © : 

DLE Nae ANY TIRE LAE S VOCS , 質 際 の 油田 に 於 て は か 
\ る 状態 が 存在 する や 率 や は IRR CB Bo RLA na Fossil kin 
ば 以上 は 基本 的 な 原則 の 樹立 を 目的 と せる も の で あり , 酒 選 の 組織 構造 の 
雑 異性 の 如き 局部 的 條 件 に 拘 混 す る も の で な く , 例 へ ば 重力 の 法則 の 如く , 
事 才 は 之 等 の 原則 は 常に 作用 し つま ぃ ある も の で ある 。 

ジャ メン 作用 は 確か に 油 選 に 於 ける 原油 移動 現象 の 或 る 重要 な る 部 分 を 


1) Herold Fit, 
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ne 。 勿論 紀 で の 油田 が と の 効果 の み に よ り て 産油 する 斉 
CHLME (BES HHA IT HS TC IL IV IC MATL SHLD» 
ARTIRRIT SCHR SAL S PHIICHS Ck, SEIT HABIT tS Fei < Y, BAI ie Hie 
件 の 場合 に は , ZO PETITE ATO Hes SOVEMMICHES.AL CHS o TE 
FVGCAAFT SM PARAS RO LG EMIE ICH LIT HE CH Bike, 油層 が 理 
ALN BSE Aa T SER YD SOM (ae ASS My L00% IC LSM CH 
2). STOP MRIS Mic Fie TS 2s, 然し その 間 に 中 性 面 を 形成 せ 
+, 各 井 の 作用 御 径 は 各々 油田 の 全域 に 送 す る も の で ある 。 改 に この 條 件 
DECK, iF ICH S 1 iO PETAL BIC (WIFICAN ID B I Rh pA 
意味 する も の で あり , COMIC CLES RMOMMEA MERITS 
も % の で ある 。 
ERIC EKA O TES BORIC ES Ie BS SHI, を 
の 産油 期間 中 , EKA he MEE CH SI BArIC LOT, AIG IC SEAS a 
る か , 或 は 容積 支配 で ある か の 何れ か に 属 サ る か を 決定 する 事 が 出来 る も 
の で ある 。 も LEO HW LI HO HE IC FRO CAKE SK hd BS 
「 く , Be PHESN CHEM ERORSE, Waic COR a KERR 
(hydraulic controle) CHS. ZICRECHNIC LO THA OB & LS 
場合 に は SABRE (volumetric controle) の 油田 で ある 。 要 する に 前 者 に 
EN og 2 eee 
WS PDICIEA © ML CH 0, BHICH TAKAAR CS 0, Ae SU 
hase MC LOCH AM MBIET Sic LOTHMTSIOTCHS. Z 
MiCMEL, BELT EV Ar HENIC KOCH MT SHH 2k BSE 
(capillary controle) £fj+ 4%). 
SCESHMO NICH CT, BAP OFF NAMit POMmeICLSLO 


1) BiG, WHOSBCRT, Aca ATOR Tat Wk 

2) 辻 験 的 に は 80% (M8 PCMH) 7938 60% ( 軍 質 油 ), Washburn, C. W. Am. Inst. 
Min, Eng. Trans. Slee Loy, 

3) Herold Ai tHe 
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CHS. 今 も し 産油 を 抑制 する 重荷 を 撃 減 し て P の 有効 値 を 大 な ちら し め 
る な ら ば , AICLOCHER を 増大 する 事 疹 出來 る 。 提 際 に 於 て は , 油 井 
に 於 ける ポン プ の 使用 , ESL LOM NE IC LQuL TO Ppl da, FE 
油 速 度 を 増し , HO CHEM AES LO, P は 増大 する 。 印 ち 油井 の 園 | 
仔 は 増大 され る が , 然し 依然 と し て 半角 は 存 存 する 0 BLED BUM 
RGA EOAMNIC LOT OE OMY SEL hs 

BSL WRI ES Lah SSI Pa heN, WEREIFIC IE AO LMR OME ( 油 を 
移動 せしめ 得る 如き 場合 を 考 ふ れ ば , TOMGERBATS. COMME 
隣接 の 探 油 井 と の 開 係 は , IRR oe TSA TEEN RAT SC 


Cent [NITIAL VALUE 


PER 


rn 


YEARS_ ELAPSED; | 


と まな る 。 MUT HMO PM A ASzss, Ak, MWFO MIZE S L ICIABH RAS 
な い 。 ; oe 
CO IROOL OIL EMEA Ck he 6 ACCA IA 2 
2S, 28 LEED MHA RAL LCEISAEE CH D . FILO abe 
油井 に は 移動 し な い 。 勿論 , P の 値 を 大 な らし め る と , Hiomcwre 
LOMB, CH AMO PART EMEC HS 
KIC AT LM CORDS IO bn , AINE, 容積 , LORE O = ELIT ZI 
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し 得る も の と すれ ば , HOSE Wuitic LCL BE 御 別 す 可 きか の 問題 が 生 ず 
So 水 謙 支配 の 場合 は , AYN eC CLE ROEM CB 
He CHSK CHANNSAL CHS. 残る 二 つ の 支配 は 共に 謙 力 及 
び 産 油 府 の 減退 を 示す も の で ある 。 こ と これが 和 制 別 は , WEN LO EOD 
比 曲 線 に よる 事 が 簡便 で ある 。 第 四 周 に 示す が 如く , PETAR TLRS TI th 


線 よ り 上 位 に ある 場合 に は 容積 支配 で あり , TOF (hich ZH SCALES 
雲 配 に 属す る 。 


産油 放 曲 線 を 習 敷 方 眼 紙上 に 作 彫 すれ ば 直線 が 得 ら れ , 容積 支配 の 場合 
に は 直線 の 傾斜 が ェ : ェ となり, 毛管 支配 の 場合 に は 3:1 ェ と な る (第 二岡 )。 


BARRELS PER DAY: 


‘RATE OF ProDUCTION, 
Micuions. oF Cusic FEET per DAy © 


o1234 5 6 7 8 9 
“Years ELAPSED « 


BIC AOS NR BRIC PENIS (HAE, SED) EMC, MED) OBE b BMT & 
り , ANZSI IE. 容積 支配 の 線 の 傾斜 は ェ :2z と な り , EET 
ge 2B Se 

PL EOM< 2 XV THUAN & MN Te ASS © HHAGICIAW 4 ah 
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KIROBT &LIC LOCH ) CMTS BBWS, Lr ay OR 
WC EAU AEI ILL Majd 3 TLD VN ALU Pe BD Ik O FLWA LAT 3 
2, UiCAHILIICE BRINIG, SIMIAN ALICE 2 WIAD So Awe Pa 
EOIN , HAITI 2 HORT AEF S IIL, BAFFLE ICR SR 
泡 の 敷 及び 大 大 さ , 及び 原油 に 溶解 さ 届 て 存在 する LT ONMST & Fe Ta Bi 
係 を 有 す と 主張 し , HOME PEO AMAR BICRENS YO2E 
ES 

然し この 原 油 内 の 拓 泡 は 不安 定 で , 充分 な 叶 | 問 を 興 ふ 選ば 原油 中 に 振 散 
LC RU IIRTIE &: FeO, PHC US CH EE Te HE PFO F ICIZ IS ILS HMIBOR 
MEANT S&LOCH SY, Minhas Lp FA SE & ih, WIC LOCH 
Kt (CIS) A) BUDS AE FS IC HED CHIE EF Se LUA Die CS, 油井 開 掘 前 に 
Id Hic lk RiAs TEE LIAM RO CH 4. 

UVR YUASA KO! Nb DE A EI SDS HAE DIS IIIT HH» ま 
ZEN AMO AS SIA, COBMOWIELAT LOCH S., HICH 
TC, FULT EHO eT IL Bt) S ¢ , UGE SES SIE DOW 
BIH ASAY, CH So 

BA Wie 5 MAA CO RY IC SR MB eth te 」 
ふも の は 存在 し な い 。 BI SICIHZS EMA LOMMCH A, 然し 天然 の 
康 力 の 範 園 で は 岩石 の 肖 透 性 は その 性 質 に より 大 な る 差違 が ある 。 若 石 の 
不 湖 透 性 は 必ず し も 岩石 の 硬 さ に は 開 係 な く , 薄 き 閣 土 層 が 能 く 岩 臣 , 石 
疹 , 加 甲 玉 等 を 被 ふ て その 漠 解 を 防ぐ 事 は 周知 に 局 す る 。 

ビル マ , 本 邦 等 の 手 握り 井 の 例 で 明か な る 如く , 石 油層 の 敷 米 上 方 に 於 て 
VE THATS. < , EEE La Cb EERE SZ ie REPEAT BG, 
PER € ONO ZH LICUAIN, EMD PET Z OH, HAE IC LOCA ZB 
Fit: (Bleicherde) o APBBPICEZLO CHS, 

Aa Nt P PBE ELIAS LAB IT LEHR ERT OCH, FLASH 


1) Gardescu, I. I. Trans. Am. Inst. Min. Met. Eng. (Petr. Div. Tech )1930. 
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HID K S ENB AEBE IC LIAR CH SAS, BBE CNLEAKKS る 開 係 を 示す 
も の で ある 。 こ れ は 粒度 が 大 な れ ば 従 つ て 和 孔 簡 も 大 と な る 傾向 が ある た め 
で ある 

一 般 に 多孔 性 弁 に 於 ける 液 購 の 流速 は , FL, FLO ABE, ROBE, WERE O Br 
ROME, 厄 力 の 函 敷 で ある 。 COME AAMILEO AIR IC EL ITS 
mFL7 1mm + 001mm と の 場合 を 比較 すれ ば , 淫 透 性 は ェ : ェ Io,000 の 
BARC. LICR LIRA IC LUCILLE QI) CH ZO, EMRE 
及び 内 部 摩擦 の 抵抗 が 大 で 事 喜 上 , 流 幡 の 肖 透 を 防止 する の みな ら ず ず , こ の 
防 正 作用 は 水 礎 , SOSA, 造山 訂 を 抑止 する 例 が ある 。 

At iD PRB LE も 不肖 透 性 も 共 間 に 向 然 た る 境界 が ある 謀 で は 無く , 浪 度 , 
FEFIOIEFRO (WRF IC SC BE SAL, MEO BETES 不 疹 延性 も な く , 只 その 難易 
BHSEKI TCHS, 

PAE FILA Wn < HE AALS (常温 , ASI) 0 


= a FL ( A 
名 | (ee mp). OAR) 備 = 


Supercapillary |0.508mm 以 上 |0.254mm 以 上 | gk it 2858 © Hi 7k|EO TE BM IK JES 


ee | Shee Se ae 
Capillary 0.508~9.0002/ 0.224~0.0001| RETR ISTE C (BE 2 ERE Cite 
毛 管 


LEADS S SBE CIT 


Subcapillary 0.0002mm 以 下 0.0001mm 以 下 | 7 
Ht =e 筐 


i BRB OBSBUE LORIE, KORO LEME IIC LO 
CHE ZLOCHS. HMAOMALKE, 重力 , EWR, LOWROM 
れ か , 或 は それ ら の 共同 作用 に ょ る も の で ある 

BEBPELATIO kn <¢ COWS SILBOARICLLT 3, MICHMoO) 
SEE, PBC TOD, MAIBEBT ZB ERNDLEO Dis 
る 細 際 に 於 て 肖 透 移動 の 原因 と な る も の で ある 

泡 水 渋 で 有名 な プラ ツ ッ ド フォ オー ド 油 田 の 標 式 油 砂 は 平均 の 粒 冬 0.15mm, 
平均 の 和 孔 拉 は 0.16mm (0.5 へ ~0.04mm) CH), FAEKOAA MBs AA 
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EMPETHAS. 和 孔 度 の 大 な る も の は 重力 に より , その 小 な る も の は 持 管 力 
に より 液 外 の 移動 が 起 る ろ が , ブラ ツ ド フォ オォ オード 砂 は 殆 ん ど 大 部 は 所管 的 で 
HZ ¢B3:, 

HET IG Th 2 BREE & BL LL, ARE ROFL D ic LPT 4 jbo F 
KFLICH L CHM TUE, BBtv hh Bi ICH S PA FL Be ic LE 
PS ZV TWOPA SILLS), FEO CHWORRA BED Hie DS TPR 
mes 

SIC FLA KO BBE, TIO FL Be Bi fir ERICH 2 FLEE O 
PAICLLIAT 2, BEBVEIS SO Mek aS Al Bere 3 BR D FLA PRL & he 
Be 

Dh SBR, BUS BSBPEICINT FLEE. BE, FLO PARIS Ee ic ba 
ば プ ブラッ ド フ オード 油 砂 の 細 粒 , He, AEE eM CL HATS LOT 
HY, MAH ofa IC TES, BIC EOKEERICTZOHR SMA 
BNSZLBA), IC EMO MISS 7eith MOREL, Hi REO 
RICHEST ST EDBHAS, WIN~ (LEE, FLEAS — CHOC b, WB 
PRICK SFL RICT SE の は 同一 曲線 上 に 來 ら ちぬ も の で ある 。 

fF] — 2 ERK, FLARICIN TS BAGH BRAS ASK Leth t CH PRO 
ARS 9 KO BEMIS Fey 200 メッ シュ (0.075mm) DAVIC ABBE AB 
2s, #7 N.Y. の Barney Mill の 804 RODILIKICH LAPLEE CD 
る が 45°BE OMA MICH LT BBEMKTCHS So AKIRA FL BED roo 
へ ~200 4 FIMO S ICBM SA TC HE fy FS HD FL EE BK D HIE BFS 
ず , EFOKICLOCMKN S MAKER DEE ic Loc aie Hikan 
る た めで ある 。 

EEN OU EER RIC INT S KO BEVEAME DREUIC THEO THE FT 3 (k38 
LUSHCSS,. COBBRECOKINC REF HK I BIC 1/2, 3 時 


1) Nutting, P.G.: Problem of Petroleum Geology, 1934. 
2) Nutting BitH, 
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間 後 に は 1/3, Lo 時間 後に は +/4 に 低下 し , な ほこ と の 低 下 は 100 時 後 ま 
CHET So と の 原因 は 水 の 運 ぶ 周 形 分 又は 宏和 気 の 素 幸作 用 で は な く , FL 
EEO EERUMNCI ST SIKOIVKVENO 7D & MANS, WACHLOAC 
WOT AYP AICHTSKOBSRBICA TC, KEIR ZA AORICE 
ひ 使 用 する 時 は 低下 が 起 ら ず , TAP LICNFO 72 BKK GE FILS PORE 
に は 党 療 の 低下 が 認め られ る 。 こ と れれ は 春子, EERE, 球 酸 物 剰 と 水 の 作 用 に ょ よ 
つて 加水 東 酸 を 生じ , 之 が 孔 隙 を 充填 する か , BEIE TLIC LO TKO HPER 
HET As, SLM RICA eH CHRD, BSBROUE FILFLO KIC EA 
せ ぎ ざる が 牙 に , CORMLKOMEOBMLICDSZBCHS, KIERAN 
IAS 4 hs, 或 は 水 に 草 建 を 加 ふ れ ば 加水 作用 は 起 ら ず , 肖 透 の 低下 を 見 
ざる に 至る も の で ある 。 
_ 原 演 は 通例 手 均 粒 冬 0.2 mm Lb WRbIC ib, IME Fe BOLD ERS 
な いしい 。 る も し 流動 が 可能 で あれ ば , 原油 は か ぃ る 粗 砂 よ り 重 力 的 に 流出 する 。 
また 新た に 油井 が 開 掘 さる れ ば , WH PEPE REGS AS Ket WBE LC 
ACL, 全 油 量 の ェ 5% AMA IMIFIC HENS L, HHS Ice [HENS] 印 ち 移 
E)ANHED HARD BENT BWW; MANE, FLAK, 原油 の 粘度 の 基本 開 係 に 
惑 て は 未だ 充分 な る 研究 が 無く , GAA BAe HICH SIEM te IF - UR 
油 比 さそ へ も その 研究 が 行 は れ て 居 な い 。 を また 最 も る 適 営 な 初期 の 原油 回 履 牽 
も 未だ 研究 が 不足 で あり , AVE RZ OPM EO MILK GRNIIC SE BIL SH 
け で あり , そ の 大 さ は 著しく 不定 で ある 。 
束 瓦 勘 を 油 選 に 再 入 し , 叉 は 容 気 を 謙 入 する 方 法 は , 必ず し も 原油 回 履 の 
SECM), THAME ORI Lit Bla, 初 あ より 原油 中 に 含 
NAS ALM LEL, AL TOME BIC T SRBC ZB, 
REAR [hich SAK Lied i OPMRIL, weit Hi BBE 
Ai CH SD», WIEN Sif CHA, COMIVAGHRORM OK 


1) Nutting 前 出 。 
2) BBR OMEHERMIC PR CABEKD TR<S_ 
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件 に よ ょ つて 定まる も の で ある 。 或 る 石英 砂 は り 其 表面 が 活性 で あり ; 原酒 
の 重 質 物 を 吸 落 する 。 COMBGRAMABAAICLOTCLURDAN?S, Zr 
Py Lett 7 2 aK CRETNVE, その 吸着 層 の 厚 さ は 0.2 ミク ョ シン); 
BIS ML 1,000 4 FMICHE TS. ZICKRL, 一 般 に 清輝 な 結 品 性 石英 砂 
Ch 厚 油 の 重 質 分 を 吸着 し て よき 江 過 効果 を 呈す る 。 

然し 吸着 的 に 不 活性 な 有 英 砂 は , ZETA DY CREEL, 酸 で 洗 ひ , 
200°C (CHEERS S do, BILIBEAKSH CHEM © Gh LCR, VERE TIVE 
活性 化す る 事 が 出來 る 。 普通 の 油 砂 は 選 所 的 に 原油 を 吸 落 する 和 性質 が あ 
bD,HE LCE, 及び 原油 中 の 重 質 分 が 吸 落 され る 。 ま た 砂粒 の 表面 が 
水 酸 化 鐵 の 薄 國 で 被 は な は れ た る も の る も , 吸着 性 な 多少 弱 化 され る が , Bs 
化 は ない 。 吸着 され な た 水 酸 化 鐵 は 夏 酸 に より , また 原油 の 上 膜 は ク = ム 酸 で 
RIT SBOSHAS. ML CUR EL Le SWORD WF MEL FG-O  S a 
る 。 

vb tick, Back, 酸性 特 士 , 東 酸 ゲル 等 が , 大 単位 重量 に 詩 す る 活性 
表面 積 の 大 で ある 事 は よく 知ら れ て 居る 。 吸着 性 に 閣 す る 理論 は 未だ 決定 
的 で は な い が , 所 調 開 鎖 訟 (open bond theory) “28H ) , 不 完全 年 5 ら 原油 
中 の 重 質 物 の 選 提 吸 落 の 設 明 が 興 へ られ て 居る 。 

熟 分 解 に よる ガッ リン は , 少量 の 漂 布 王 に より 無 色 と な り , ま た その 不 飽 
和 成 分 も 除き 得 ら れる 。 活性 表面 に 吸着 され た 第 一 層 は , PAA EZ EES 
的 に 結合 せる も の と 考 へ る 事 が 出来 る 。 と これ は 分 子 級 の 厚 さ の 油膜 で 砂 の 
家 面 が 被 は れ , 和 水性 (hydrophilic) か ら 反 水 性 (hydropholic) ic + ¥ HF" 
る 。 Pie Ch, MARKO GST rv DY PEPE IL TL DY YRorhn & THe SE 
で 置換 され , RHR GAR LAA L CALEY LOSROTHS, 
WHA ICES FE Hh FE AK CIA HAR SOS, その 捧 散 に は 敷 昌 の 時 
日 を 要する 。 

TRY > FLARES HIT LISTE MIL AATEC H BZ, COATES LB 


1) Tonsleep, Wyo. (Permian) 
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C DADC BOC ARTEL, EAE, BLUE BLE > BIC HEM LCE 
表面 が 和 水 性 と な れる も の な る 可 く , 活性 な る は その 終 礎 に 於 て 初め アル 
FY RIC NG LIL BAST IR MUK IC Hk ( BABE SINE LOTHS 5. 

ERRMDI-OZ { OBUCHD, ZERO MATIC SPE Y , Epi eERe Hy 

の 場合 も 殆 ん ど 同 様 で あり , SYOMBE MHNiELSLOCH 3, 石 次 
" 岩 性 の 油層 の 孔 壁 に は 重 質 原油 の 被 了 膜 ある を 通例 と する 。 

アル カリ 又は アル カリ 寺 金 局 を 含ま ざる 活性 理 酸 物 は 原 洒 の 重 質物 を 吸 
ja し て 其 濾 過 作 用 良好 な る ゃ も, OH He Steins, 動 格物 油 に 敵 し て は 中 
EDD CHS. 後者 に 将 し て は 有 弱 臣 基 性 の 球 酸 物 が 濃 財 効果 よく , 少量 
の 右 誠 又は 苦 士 を 含む 斑 酸 物 は 石油 性 の 油 に も , 生物 性 の 油 に も 有効 で あ 
D ME EOAR, 苦 土 を 含む 玩 酸 臣 は 後者 に は 有効 で る る が , 前 者 に は 有 有 
効 で な い 。 こ と の 事 費 は , 特 に ベン トン 土 , 蒲 原 折 土 等 の 吸着 性 に 開 し 重要 な 
病 係 を 有する も の で あぁ あり, 将来 の 研究 を 要する も の で ある り 。 

吸着 現 祭 は 原油 の 油 砂 に 於 ける 移動 , その 選 提 的 WE PEE ICR LC 
要 な 義 係 を 有する も の で ある 。 

I. 所 調 ペ ラフ ライ ン 系 原油 が 上 部 油層 に 軽 質 で あり , 下部 油層 に 於 て 重 質 
で ある の は , 原油 中 の 重 質 分 ( 右 映 分 ) の 地層 に よる 濾過 作用 の 結果 で ある 。 
(ボル ネオ の サン ガサ ン ガ 油田 の 下層 及び 中 層 の 油層 の 例 )。 WEE 
く 一 面 に と 座 て 原油 の 移動 を 防止 する (原油 が 重 質 分 に 富む 場合 ) けれ どる も , 
他 面 に 於 て 原油 の 重 質 分 を 分 離 保 祝 し て 其 緒 質 分 を 移動 せしめ る 性 能 を 存 
する 。 油 田 開 弱 の 場合 は か いる 濃 財 人 話 用 は 大 規模 に は 直ら ざる も の で あら 
DDS, 然し 油井 に 流出 する 原油 と 油 砂 中 に 残留 する 原油 と は 基質 を 異 に す 
る 事 を 注意 す 可 き で ある 。 油井 に 於 ける 鱗 皮 (scaling), mh HIER Ic ET 
は 前 稿 に 燃 べた 通り で ある 。 

2. 単に 毛管 現 祭 に より 油 砂 の 孔 壁 を 温 ら す 程 度 の 原油 は , 水 又は 中 性 溶 
液 で 容易 に 置換 され る 。 MLA OFWIC IL MIGRASD Y , FLASK 


1) 高橋 , RYE Oo =A, ARB 25 5, 6 HR, 昭和 16 年 5,6 月 。 
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Bx ZW ABICKICLOTHMENEY. THEOMMALMOBD, 
LAIR, 及び 油 砂 洗 汐 に ょ る 探 油 等 に 開 係 を 有する も の で ある *。 2%P 
敵 酸 曹 填 液 は 最も 有効 に 吸着 原油 を 遊 見 し め る 。 IR{LIKSA > BCD S 
DEPSICILEIURARECH 3, 72 AMIAARO CO; ICU LMABAAE 
ERLE EMIS, WICH BEL, ERAdipensk Bw 
BLOM WICH LIA. BAO, BAT HEE BYE NICHT So 

MIE L DIRK LIS SAA OBR, MAB [FER OBE Lc, WHE 
ARASAD SIL]SAS, Na イオ ン は な 砂粒 に 吸着 さ 選 て 原油 を 遊離 する も の で 
HB. (LMM ICMRBVIRORAT S WEE EPHIIC 1 AB ORBIT 
すぎ な い 。 

以上 の 如く , 吸着 現 祭 は 今後 な ほ 各 種 の 問題 を 残す も の で あり うり, 今後 の 充 
分 な 研究 を 必要 と する も の で ある 。 こ と これら に 就 て も 他 の 機 答 に 於 て 再 逃 す 
る 考 で ある 。 

排 油 力 と 抵抗 カ ‘ 

排 油 力 と 抵抗 油 砂 に 含ま れる 原油 を 排 険 し て 之 を 油井 に 流動 しめる 
動力 , 所 調 排 油 力 (expulsive force) は (1) nhAICAMS NMI Z LEA 
TB EMO WIR, (2) haz OPP, 及び (3) 重力 的 効果 に 大 別 す る 事 が 
出来 る 。 以上 の 力 は 獲 立 的 に 或 は 相 開 的 に 作用 する が ; MAIO AIC bith 
WAM BER LD, 以 て 低 厄 な る 油井 へ の 流動 を 生ずる も の で あ 
Bo 

2 Obi DICT SPINA, MD DARED HAR, EFI, 及び 吸着 現象 
CH 0, 何れ も 主として 油 砂 自 身 の 有 有する 抵抗 効果 で あり , ZEA SIC 
油 の 粘性 , 表面 張力 , 比重 , MOF EWG AT KBE IC SEE SATS, 

最初 油田 に 油井 が 容 れ る と , 原油 は と れ ら 排 油 力 の 綿 和 な る 最大 油 選 礎 
の 下 に 油井 に 流動 を 生ずる 。 然し その 流動 中 ) 排 油 の ェ ネ ルギー な 炊 第 に 
消耗 され 康 力 が 低下 する 。 CORRS EEL, OMICS SHE 
動 速 度 の 大 な る 程 筆 激 で ある 。 改 に 油層 内 の 原油 の 回 収 率 を 高め る た め に 
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は 天然 の 排 油 力 の 調整 及び 利用 を 園 ら な け 選 ば な ら ぬ 。 

EGWMIC ESHA NPAC TI, AICI 2 Te BONE Ae 
PIAS A, ZEB ES SBR D ILE RTM CHS, 油井 を 中 心 
EF SENS PROBATE, HIE L ) ORME HEL CHBKIC(EF L, 
その 結果 , ANC HOF 3 LAITY & OC MBA Fe A THAIC GTS 
RTI OB) (LIFE ROUFGEREICRK CHS 0, VIC MD CHIR 
され , C ORBLK GIT ELC HRDS B 6 

油井 の 作用 範 園 は ジャ ヌン 効果 と 同様 に 或 る 限度 を 有する も の で ある 。 
と れ は 油 砂 内 の 瓦 其 及び 原油 な ジャ メン 現 旬 と 近似 の 区 態 に あり , ジャ ヤメ 
ン 効 果 は 油井 の 開 掘 に よる 油層 の 減 庁 が な らい 以 上 は 原油 の 流出 を 起 さ な い 
と 同時 に , T OPES, BIDE Ov 2 vy BM Bic LOCHPLE VU TER 
UL, BIC O と な る 限度 が ある 改 で ある 。 

C OBR FLICIE STIICR GS SEV) CH SK ROVE MOME GE 
く , 粘 懲 流動 の 形式 を と る が , K 
第 に 油井 に 近づく に 従 つ て 流速 
を 増し , 同時 に 大量 も 増加 し て 
井 度 で は 一 の 渦 動 (turbulent) 
と な る 。 hide LA = as 
を 求め て 井 庶 に 和 達する he, BIC 
LBWA ICME BES S TEU i AE 
じ , 宛 か も 支流 が 相 集 つて 河川 
を な す 如 く , 殆 ん ど 確 定 的 な 流 
RS I PR ASIPF ISIC HA SAKIC SED . 若く 
oe th L CHER IL FEE Ht LC 
JTF NCHA So HIRO THMAPAALIEM, RA Comoe eErric FDR] 
が , 普通 の 場合 午 冬 30m 内 外 に 達する 。 匠 く 油層 の 全面 より 原油 が 汗 出 し 
て 油井 に 集 る る の で は 無く , 時 と 共に 確定 的 な 流 路 印 ち 排 油 系 を 生ずる る ゃ も 
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OCH ) RSIS HEME LU CHAMAICHO, Ze MMNICRSiN 
ば 下流 より 上 流 に 向 ふ 事 を 注意 し な けれ ば な ら め 。 

排 油 系 の 研究 な 未だ 不 充 分 で ある が , ジ ヤメ ヌン 筐 に よる 閣 察 に よれ ば , 砂 
子 管 に 砂 , 原油 , ELIF TES ICL, Big (CB EY BED EI & IM AVE, 一 
般 に 気泡 は 原油 に 先んじ て 移動 する 傾向 が 著しく , RRB OFLU IK 
O ARAN KIC IE SIL SDS, RMigls RM LFICH AS EWLCK AI 
LigZ Bic < UCAS RICHES UO CHS, MUTHIFICH CIHR ICH 
DC ICHEO, THREEDS RICHINS SZ Fee , WAMIC EO CHR) IC BART 
る 傾向 が あり , 其 最後 の 気泡 の 大 さ は , MHDICH I 2 PROFLE, TRIO 
RES C LOCHRESZUDEBRASMNS, 

VV AVHRR SBAARSBALBRTSBERT LOCH 
SB. RURMO Rie VEICHET IF RIAA AMA, TORfald 
寧ろ 不安 定 な る の みな ら ず , 砂粒 間 の 隙間 を 通過 する 場合 , 原油 の 皮膜 に つ 
ぃ まれ て 直接 に 孔 壁 に 接 せ ず , 皮 上 膜 は 一 の 滑 型 の 作用 を 縮ん で 瓦 新 筑 泡 の 
移動 を 容易 な ら しめ, WK し て 油井 底 に 集まる 原油 は , 瓦 匠 無 泡 を 包む 皮膜 
と し て 運ば れる も の で ある と 云 ぁ 客人 符 も 行 は れ て 居る り リ 。 THEOMICO 
き て は 特 來 の 研究 に まつ 可 き 跡 が 多い 。 

要する に 原油 内 に 溶解 せる 瓦 匠 の 最も 大 な る 役目 は , 油 居 礎 を 維持 し , 上 且 ” 
Oh, ROR HO hn < EME LS BMICTES 3 WIC 
OBR AE GS LO SB OICIL, MUTANT IC, 且つ 成る 可 ぐ 一 定 の 速 
度 で 原油 ょ り 放 出さ れ , WIREAST Sn< RATA Ss CHS, 

油 局内 の 遊 難 互 勘 も また 著 し き 排 油 力 を 有する も の で ある 。 Mice 
営 な る 魔 理 の 下 に 保存 利用 され る 場合 , BS AS TS EEN IC HE LC 
稚 々 に 周 服 し て 原油 の 回 履 牽 を 増加 する も の で ある 。 

BAB NBIC TCI, LM, 原油 及び 水 は 夫 x 々 その 比重 に より 重力 
的 に 分 離し て 集中 する 傾向 が ある 。 と れ は 石油 展 が 相 営 の 厚 さ を 有する 場 


1) Uren, LR CaN 掲 
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合 , WPREO BE L ¢ , 地層 傾 社 の 著 し き 場合 等 に は 特に 影 養 が 大 で あ 
る 。 履 に 油田 開 棲 に 於 ける 油井 配置 は この 特徴 を 利用 し て 計 書 する も の で 
ある 。 ! 

AIC THA ICRS 3 ASS ¢ ALL CHEAHTE I EARS ICHSBACH, 
原油 は 重力 的 に 流出 を 始め る 。 油 砂 の 粒度 が 大 で 従 つ て 小 透 性 が 良く , 原 ・ 
油 の 比重 , 粘度 が 小 で ある 場合 , BEiclt 80% の 原油 を 重力 的 に 回 政 
FOCEBMRS, Wit, ROMA ICA CAAKEAHOM<K ARES, 
& Fe BAINES O PRE IL PEPE CH 3 He, REN IC LP CH SBS, HET ic 
RPA ZU SME, COHKBABINCAERSUOCHS, 

FRUUS EE D OPIIC LS %, Med the, FH b JFIC L DROS A, 「 時 間 
RH | の 如き 重力 排 油 を 40 EOS IC HOT Hii L Pew HAWIC Ik, TE 
 BORRORMEREIC SUR OTH ZS, HHWHO FLAS AIR, ET 
HIC £ DUES NVR D. BHPMIAH EOP MALATSLOCHA OS 
Eph FoO [RRA | は 専ら 重力 排 油 に 属す る ほか , SPY c OA 
に よる も の で あり , 竹 來 の 問題 と し て 決し て 無 宜 す 可 き で な い 。 

端 水 近 迫 多く の 油田 に 於 て は , 端 水 (edge water) ABR bk, ME OM 
を 有 有 し , RRO MASS SMM ZICIBHEL THAME T OA 
ZOD, TAFAICTCOM LARZLOCHS. HikA THRE (FR) の 頂部 に 向 
ひ , 徐 き 々 に 近 迫 (encroachment) LACSRICIL, THE NOB Me el L CZ 
を 砂粒 より 開放 し 油井 に 排 油 する 作用 を 営む も の で ある 。 

ZICKOT (1) 思 純 な 毛管 的 残 油 は 砂粒 より 離 用 され , (2) また 端 水 は 
監 類 を 溶解 せる 賊 水 で ある 改 , 交換 吸着 に ょ よ つて 砂粒 に 吸着 せる 原油 を 遊 
Heer LOS, 匠 く 端 水 の 前 進 堺 面 に は 原油 が 集中 し , HHIFO RAST 
Mic koDCHMKSENS. 

f£ IC UCR HEIRS BT SBBDASB, COPD AICHUI 3 Bik 
Bela C, FBEnHHE Ihe 7K & OPM OMAVEICPR GALS — aK 


1) ZH CLM Y CILFAROEMAS 3, 
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を 有する 油田 に 於 て は , 原油 , HPAP S HLPeWHIC ML, 比較 的 速 か に 端 水 
の 近 迫 が 起り 原油, LMOMME ICBO T LMA OWE ive EWS 
BV, DYS SHAH UK OTKMAAS EO EBB ERT LOCH SB. 

HARLOLMOMEDED LST SHAS BIC BH TCHS. HHH PIO 
DH, WNC tEAM, POAC A TKIRASE & He SAILS BAS, RW 
LAR ICH THIS MIMICHEHS SC ERE. S SBA S88 L 
CAKOIELDSZ (CHEM CARAS FOL, 産油 を 制限 する か ; 或 は 短期 間 産 
We PRAT HSU DSEE LAO THN E MAT SIs PDS LMle 
PHABSE ICH DICER EBT SM CHS, 

Raia ckYO—MoBHit, 油層 の 容積 減少 が 産油 の 原因 で ある と 
主張 し て 居る 。 MO HMA EST SICKO, EO Bic LOCH 
(LBS S aL, RA MIC Lb ILM BERT LOTHSSE 
云 や の で ある 。 HL TCO—-ML L THHWHOMMO PE BYE. 

軟質 な 地層 の 場合 , Te HB LIT T LAME CH 3 AS, MPPs SHE 
動 は 兎 も 角 と し , Ic APRA LIE Hh RASA TRO BERNICE 
ほす 事 は 不 合理 で あり , Lick SHURA OM NICH LAR LIB TT eB 
る の ある 

排 油 に 調 す る 抵抗 力 排 油 の 帝 力 は 同時 に 石油 居 に 原油 を 残留 保持 する 舌 
NCHS, 一 般 に 信 ぜ られ る 所 で は , AVORROMM IC + D4 LAT 
き 限 度 は , 油 砂 の 含 油 量 の 10~25% に 過ぎ づ ず , 石 油層 が 油 砂 より 成る 場合 , 
25% UEOBMASAMECHS ZLERAN THES, 

HEIC IND SPE OAMBIL, 砂粒 防壁 の 毛 息 的 接着 , WRLO AB TBE 
吸着 膜 と し て 存 存する 。 残 油 は また 排 油 力 の 不適 営 な る 利用 に ょ つて 生 学 
る 例 も 少く な い 。 

HABA te UL HHIC ES SFILMORM PIAA TCS D, 之 を 排 油 す る と と は 相 
営 の 瓦 基礎, 水 訂 で も 有効 な ら ざ ぐる 程 で ある 。 例 へ ば 端 水 の 水 歴 は, Acie fa 


1) FSH, MEO TTR CHC, AER, We DED 


zs 
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Fl SHVWAAY (C4, EAL 7e SARNBLUWOvy RE BIC VEL, FRA 
hSWAMRLELT ZORBMCHS. WHAMOMSICIL, HUREO 
上 方 に 存する 油 砂 の 排 油 は 可能 で あつ て る も , PRICES ZEW BAE 
Be (CIE IRE RIE LBRO, BT SICZEOBNA OPER E FED (cH 
fALCZEAMAT ZEREMOLMTCH 3, 

EB FIRik bwkkom < PEG (adhesion) (c LO CHEBASHAMIC Rs SH, 
液 の 表面 を 最小 な らし めん と する 表面 張力 と , ROW GicMit RRA 
(cohesion) に ょ り 細 隙 内 に 液 購 が 進入 保持 され る 現 名 で ある 。 石油 選 の う 
ち , RUBIO RIES SIE AO ZED, 重力 排 油 の 不能 な る 酒 
OP ay, ASEH IC HE SoHE HOB SOMDIC EL, HE COLE 
CHIE ICR SITS. TOMAR SM ROWOEIIC LO 
GES, 

THE DS ABUEO FURIES EBC LC ELI COMET SAIC ld, Sib 

lS CHES SUM ICH < ES PEL, 全角 と し て は 相 営 量 の 原 
NE 以上 は BERR OME CH SZ. 

京 油 は また な た 暖 着 保 留 LOCHNER EF Bw FEVER (kb EO MET ICE 
DORR SWLS LO CHS DS, WG Likes BLE EC CHS. MH 
$e (ck SARE FEM (CHRD BETZ MT SVEN CD VD, TOK 
Hic LOC HRMIO PBRICM EL, BH ICRMMILH SA Ro. MANE 
HiME SHR LBD, ODT RAEET SOSE SS, BMABO AIO 
WR AICHE IEA LT [AHO | OPRE BE CHS. TOUES IT iL 
LLWOREME BUH, WIFOMEBIEKERSZEOCH So fie 20 
~I00 FY Y a OPW IETF RIC OX 1,500~8600 FT/RO MR HW Be 
Bt Sik, -AL CABG SW CHOOT OVE hic LO THE BO 
AUCEFLZROCHS. 

ESE Cc ZL Vac , COM ETL OME Cla 

ePID, SUV ENT YOM DC, 油井 に よる 回 政 


= 
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ABIL 20% (CMILF, Hic LS BAPE IL t OMB ICEL, 残り の 吸着 
WHE KIL TY) YEREIC LOTUS SHA, ZOPSE AKL 
SPEECH SLR, Mw TMI MOKK Shihik MIoOBA CHS, 


最近 木 都 に 於 で 倒 見 せら れ た 笑 有 の 品 邊 及び 
結 品 面 を 有する 和 磁 鐵 針 に 就 て 


Magnetite crystals with unusual crystal habits and faces, 


recently found in Japan 
PE: YG HY 準 2B (Z. Harada) 


BEER D SPAT IS LIBRE ¢ , Le OHA O(LII) KML T SV 
HEART LOAN CHS ), d(110) KHL TF SAH+CIM BMD ZIC 
炊い で ゐる 。 a(100) を 主 面 と する 品 相 の も の は , LEM AHECD D, 殊 に 
a(lroo) DAL りな る 立方 角 結 品 は 極め て 稀有 の も の で ある 。 こ と の 稀有 の 立 
方 相 品 相 を 示す 磁 鐵 足 の 結晶 が 最近 北海 道 FY PRL IC CLA He. 
a(zoo) に 淡い で n(2 ェ zr) 及び M311) は その 存在 が 比較 的 稀 で ある 。 従 來 
本 邦 に 於 て a(21I) 及び MBIT) EAT SRE BMIROKE AIA ds BAT ICE 
する に 過ぎ な い 。 然 る に と の n(2 ェ zr) 及び m(3zz) を 有する 結 品 が 宮崎 砂 
45 SMU IC PET Se LAI LI, 

HLS — PD STE ICO ERICH T SCENTS, 

ェ . ACHES ZSSVABLU AY 7 7 BRL ERR EE 

7 FF PEM LACHES IAB LUDA RYE IC ED, FE ARS ABELL ERERO JL 
KRG 2 FORMICA S. PRM CH 3 Hie RIT OAH BE —ONEIY 
C, ACHE A tab ERC iL CB LBC BI BAL HRT PK IC RET 
Sheet Ol Aws (chrysotile) を 控 取 し つ ヽ ある 。 こ と の 石綿 確 床 に BAL 
て は 既に 北海 門 帝 大 鈴木 教授 り にょ つて で 報告 され て ゐる 。 


1) SAP: 本 誌 第 26 介 (昭和 16 年 ) 214~216. 
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BERLE (CARINE te LC CICS, BEILIG MEO Une PEI te Lite 
Ba AC CHATS S . We rvs accel IL CARE ST AL 勿論 

HBO HED ICES CO REBCA HICH LS UC hd 

7 7 TIL 2 SRE O Be AGE IC CHR ts TRICE ae FY AO 
FE AKO IC ELS deo T OH BLD 1) Bie HH 1c ANE @ ANH ee EA 
BREL TCA ZOMMBBS Ne. TORGMHEO Haha DIR ce FL eC 
SMELL TCHS, 

ERTS REED Hi lh ST HE 
見 され た 由 で ある が , 注 意 を 惹 
“らら な か ム る た の で ある 。 

4 DOUG SUD Feith © BLE FT SZ IC 
a(lonOaAL bh SWF 
を 示し て ゐる (HSM). 結晶 は 

TELE C, a 面 は 多少 紅 曲 し , 
RRC EPA Henke TAs, 
AE LC AER COE EOS hh ¢ , BEB 
FLEX RTS. HinhOmMA E ip 
は a(100) OAL ORS MMC 


ある が , Milc OCLII)O 細 微 面 が sy ves > ye v7 ge EARS ONE Ty BRS A 
IE HOPS EK < BO s 4 
すろ の る も 認め られ る Gal). DGB MOBAMGEETLOLET 
る 。 

a(100) DALY HSMN, WIRY CHARS TEEPE 
及び 其他 の 書物 に 記載 され て ゐる 2。a(roo) DAL) RAWAM LA 


1) 鈴木 醒 : ak Hs 23 (昭和 15 年 ) 132-135. 

2) P.Ramdohr: Klockmann’s Lehrbuch der Mineralogie, 11 Aufl. (1936) 401. 
W.E. Ford: Dana’s Textbook of Mineralogy, 4 ed. (1932) 490. 
C. Hintze: Handbuoh der Mineralogie. I. 4 Abt. I. Haft. (1933) 34. 
E.S.Dana: A System of Mineralogy, 6ed. 224. 
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THAMISKO SMH L DET Se EMRE SI TCH SICH FBV. 
_ I (8 Obersteiermark 地方 の Kraubath 附近 の Gulsen. 
iy Hk Nordmark 地方 の . Mossgrufva 
dk 米 New York 州 の Grafschaft Orange の O’Niel S¢ 
PED Wn LY (CPA © A HAST RAS, G IB] FRY IC HESS Ue 
は 特筆 すべ き と と で ある 。 


AGHETL 7 7 GEL ERE IRD BRA AE AR fl 


ASHE EMRE IL RE PEM OD THR € , OBE IC IAPR IR L7elRZE Ue TED 
mecha Ch S (第 堆 園 参照 )。 叉 之 を 取外す 時 に は , HORM ICMET 
So BICRRAICHE (MESS, RIC LIAR T 3. 

AGEN & AL Wa Fy DIS RECS Hh IC HAP OMS MRE AR LC 
ASTEMbAWOM<L TCHS, Au PY POW LOE ICMT SICELEL 

THRPFAIE A, SAT A OWE SE LDOED, SOP (CREME OGIO Ha 
する を 見 る 。 

ASA SLASHER A HE IC HS CHEM BELT & BED FeBIPRITHO % OD, We HE 
in Mises & WKS る べき LOD, 未だ 確定 し 得 ざ る 現在 , ARTE OR 
因 を 直ちに 断 ず る と と は 出來 な い 。 

Gulsen に 産 す る 立方 購 磁 鐵 貴 は, 本 産地 と 殆 ん ど 同 じ く 蛇 紋 衝 中 に 産 
L, Him fits & {FSO CHS, Gulsen EOL ORAREMEOE AR b Lo 
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me S NENG ALTA SY, Gulsen (cite Ore HARGIS & JE 1c HERE & BE 
TS DSAERLIC HY T IRA ER NOTE TERIA ON ChHEWL, VPERE 
級 岩 中 に 存在 する も の で なく, 同 岩 中 に 包 有 せら る ぃ BP FY BHICHETS 
BRICTS TRICKS, 

ATES PR ALIC BR LAS 2 UBS & ENE Te be BAND 7c LSA aa 
PEPE. @ EU APE A SEO le I EE eB ico 
SICA LW ROMRERTS. 又 北 大 鈴木 , PEERWAHEO MBO & IE ¢ 
感謝 する 。 

2. “Erle RPG ERE AB Pe Sid LL eRe cS 

岩戸 銅山 は , Ble ia PAVIA IC 0, 見 立 磯山 の 南 々 西 約 六 
FRICHES SZ, AGT OMA ROPER IC HEIC RAL Clk, HER IC ILM IA 
RE FEHR) DSH Ba, BF RAI BHIS ES FeV He & IAAT S AL 
fe", | 

4 ASML tH ASUUESC RHIC BS SS, 筆者 の 訪ね た 昭和 16 PARLE 
に 休 山 を な し て ゐ た 。 

AS D PEPE | TENGE 2 RC ARIE Oh ICES AOE & OED IC 
De AO angen eerie 
ORIEL IEN TAS, GL UTC, HH, MIG, A278, Ary 
An PRG, BMG, BA, FR, Tb -REOZMO AD YEE ET 
3, HICH SALT SREMEIL, KATH, BE, IBA ED 2A BE 
LEICA ED ETS. S ¢ eRe Hee DMP HICK 
卓 を な し , Littekem UCHHENS, 

EADY SIE 0.2 MOLOL VK 4.5 MIC BEL, MH 1~ ェ .5 


1) F Angel u. O. Friedlich : Sitzb. Akad. Wiss. Wien, Abt. I. 144 (1935) 
131-143. 
H. Meixner u. L. Walter: Fortsch. Min. Krist. Petro. 28 a 
2) PREAH: BH, 234 (昭和 15 42) 11-123. 
3) BPA BH: 北大 卒論 (昭和 17 年 ) 


\ 
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MEO LOMRLSA HAENS, 
結 品 は 主として A110) より な る が , KOUOO FAL ATS LOAM 
め ら れ た を 。, 
第 一 型 d(zro) oF 
d(zro) の みよ りな る も の は 小 な る 結 品 に 多い 。 稀 に O(III) の 小 面 を 
有する こと と が ある 。 
第 一 型 d(rro) o(111) 及び m(311) OWE 
本 産地 の 磁 鐵 確 の 大 部 分 は 此 型 に 局 す る 。 d(zro) k—WeIc TORS 
最も 良く 常に 現 出 する 。 mm (311) は 大 な る と と 小 な る と と あり , その 
PEO EEL ABU CHS, O(III) は 淀 に 小 面 と し て 存する が , Fic 
ZRF STERHS, d(110) 及び M311) A CORMIBAEC, HH 
Mei OBL O(III) は 常に 張 く WAS, 
AME 2S SHE RT 第 2 園 
れ ば 第 参 園 で ある 。 
第 三 型 d(rzro) 及び n(211) OH : 


{8 da — (De ah & HS CSO 
石 の 中 か ら 得 た の み で ある 。 
d(zro) PEL ¢ ,n(2t1) it 
RC RIL CHS, 

TESS OD HAD AGS IY RO Bs = I OBE OMA KE HAI IS SS DO ICR 
す 如 く で ある 。 

磁 鐵 確 の 結晶 は , 我 國 に 於 て その 産出 が 多い に も 拘 は ら ず m(3II) 及び 
n (211) を 有する も の は , dick WIC RCHAANTAZOIGE 
ぎ な い 。 

M(3II} を 有する 結 品 の 産地 


宮崎 上 岩 戸 銅 出産 磁 鐵 鐘 の 一 結晶 
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in EDR EN BTR GMT AS = 7 $3 PR ED é 
新潟 懸 東浦 原 郡 持 倉 確 山 2) 
HCL =a) 
n(2ix) を 有する 結 品 の 産地 


ATES RUG Be ELD 


B | 


By NOG IR ES FF 9a 1 ORAS AB SE IL 3 2 US ITT WW ORS HA 


時 等 の 産地 及び 今回 の 産地 に つい て 見 る に 何れ る も 此 等 n(2zr) 及び (317) 
Oi LAT DRL OER IC ET 2 

ASE SMERTIDIUIC BS LRTI SALT, 調査 に 際 し 種々 御 指示 と 御 援助 
と を 得 た 九州 帝 大 松下 及び 瀧本 両 助 才 授 並び に 岡本 講師 に 将 し 厚く 詩 意 を 


TS. 
(cle PSL air I A BP Sb EO HB) 


ARE IC Bt 6 RA O-BARRARBRARB Moe, Bic WB CHER 
FBo 


1) Byke: WB, BCE (BIS 32 4) 218-229; 辻 忠 吾 : RoR, 
ss 8 4 (HAAN 13 年 ) 190. 

2) 日 本 鐘 物 誌 (ATE 5 4F) 128, 

3) 朝鮮 鑑 物 誌 (大 正 11 年 ) 40. 
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: Pee LALA Eee A CHT 


Copper ores from the Kami-Kita mines 
meeps 渡 wt EER (M. Watanabé) 


wi = 

BOUL IC SAI L UCR LU, BPR AR LIC, 足尾 , 日 立 , 別 子 , 花岡 , 尾 
PEG IC HS, 本邦 有 敷 の 産 額 を 示す に 至 つ た 本 太 山 は , 八甲田 火山 の 東北 
ICED IC LEAL SABO SHR DIME ICES OD, BAR EAGER 天 間 林 
村 の 西 隅 に 近く 大坪 川 上 流 の 山中 に あり , HMR OSM e tO WEIL 
AEO PIC , 東北 本 線 乙 供 弁 (Ottomo) と 野 須 地 (Noheji) BHBo wv 
YU vei 28 FEL CRS SH, RO BRE LC, 青森 市 に 近い 東 
ALAR ARE (Nonai) と も 駒 絡 し , 2d t LD Cid PH — A CER 
Ck) Mee L LU CHRICLS (PSA). | 

GERI L LD CIL AERO ME, UK 400 Jo 700 KOI) _bIc HH 
し , 立石 (事務 所 下流 東側 ), 本 (事務 記 上 流 西側 ), LOPE (AStO_hUE 500 | 
Ak), HOR (事務 所 西南 約 2 FOWL) 等 に 分 在 す る 。 MN REL LCR 
PAOMIEC, 多く は 硫化 鐵 を 主 と す る が , —MICSZVORMMULEME, 多量 の 
Ba SATE OF FO BECMDE & (PZ Us, 特に 奥 の 潤 碗 床 の 一 部 は , GWE Me OER Gl 
HelC LOCAL ¢ CRAIC BEE BAL, FED CLO Sg L 1b L, Bic xe 
ん に 控 掘 せら れる の は これ に 属す る 。 . 

ASTER PG BEIT IE, KEE NAUCO_hUELERA CHAE OGTR D 0, =e 
ELC EE, DERE OG SINEMA 6 KD, その 位置 接する に 拘ら 
SF, AUER LLEOVEReRICTS, 

TOTO, 1H ¢ 2 5 RUBE NFB SDS, その 年 代 は 明か 
で な い 。 その後 大 正 の 初期 に 至り , 藤田 組 , A PRESE toOhic Loc MUP 
Mt Sirens, 見 る べき 成果 な くり リ , 昭和 10 AR HEEL BSH ROK 


1) {Seo Ly ES a, RAL RL BB, ATE 17 年 版 257~259. 
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IC Be L, he) CAMMIC ERIE BAL, MRLOMIREEL MIC, その 東方 に 人 の 
AS cbt CMS OB SLD Y , (LCE S A LASPHRE & HAMEEPHLICBIEL, その 
FASE Da B RUA HAM Fe, TALEND BED KALE O Re C, その後 現存 の 
WEAR, OPER & FE We & av, 昭和 14 AE IC It FO BOYER DPF IC, 
TROBE ORB ie, BMA CEOMWES 月 に た は, それ ら の 本部 は 日 


EE ee ee 
第 : 園 


ペ SF Awe 
Pe qin 


ARSE TLIC HEL, PUTER BUH BRK CL, CR OTE IC MOPe. 然るに 
昭和 16 FA, FO ROU L, ZORHTBICM MAE J Bs 
CEO. BB AGRO By PIC LD , Gl HELLO ee & SL 7e 4 ob, AS 
PE ited CE LOCKE cPadta TS ICROPK OCHS, 
ih 形 及 th & 

JME ADAIR CD IML & Fa VLA EFI (JE 885.5 米 ) 及び 
石倉 山 (HEH 89r.2 2K) BED YALA DS, APE EURO ASSCHEIC HR ¢ BE 
PeALPEEM C, FRIED EHO AML, (ARIE C, EDIE WIR & we 
SAS, WW BISE x IER C, HOUIRRMSEO Ws te LARGE ATS, 
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KGS & RAMOS LIL, TORUANHECHS, HORMDAMD 
IC1L, FEAL 7 HEC AR Te AU ZR AO TI < GEE L, BSB 30 米 以 上 
IC BEL, 内 部 の 地質 を 明か に し な い 。 

mk & 要 

現在 知ら れる 磯 床 は , 半 と し て 次 の 4 箇 で ある 。 

ABR “MOI EHOW CeO, EE UCHR ROE 
D fey HE IC PERE Le LEDER CH DBS, FO YUBA IC (L, SASHA NC Bt 
BAAS Zo AVG bY L < BEE LC, AR IC HRY 5 aL, BAS 
FLGORAe RL, BC WEE RO, その 直下 で は 長 接 100 KY IC hE 
F 3a, FERIA ¢ CSIC TRL, EF 50 米内 外 に 過ぎ ぬ 。 

AGAR HRM OR TILA OVTEICH 0, CHE ARAM OAD 
eH VA < HAULER C, OUD ICS DO PMG MDE HSL AS, Gilet 
し て 控 掘 せら れる 程度 で な い 。 CORI tht BRO CHILES we L 
直 簡 50 米 前 後に 過ぎ な い が , GONE DK SO 150 米 の 深 さ に 達する 。 

LORBR ALLOWICH ICH 0, ABUNISUKO DUCE CH 3 2S, 
AD—FPMCLS RO LEME, AMER (PROT, PIRICHIT 3, 

ROBBR BNO 2 HOW LIC ZED , BIE AI ES Bole 
WLALS DS, PRBS MEE L CHIC HH L, また その 東方 山腹 に は , WEWEAS 
JRC HEL RMATS, THICKKOMOBRE RY, WHOMUMMRAZER 
Fs 

(Rist SABUMIC, 西南 方 か ら 東 北 に 延び て , 24K 220 KDE, EK 
120 米 以 上 に 豆 り , 廣 く 山 上 を 被 ふ も の で , 下 部 は 今 な ほ 不 明 で ある 。 そ の 」 
西南 大 部 分 な, 主として 硫化 鐵 座 か ら 成 つて な る が , 東北 部 に は 多量 の 黄銅 
BE, SSO, PINSON, TICE, AUTRE RL, 且つ 二 火 的 に 
銅 に 富 化 さ れ , BO GARE OFAC % LE Te Os, CSIR TEAR RT AB 
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SBD, ASEREA ICHE BAS EE ASIMEIL, と の 種 の 二 火 富 化 黄 奏 乃至 
BEC, HALE CEES ZWD Lk, WIC CMRIC LOTR BL, & 
FeZDLEHMICHS TC id, PU IC NIRS <BR AAAE CBR eA B Pe, FBLC 
EOE CMF SAS, ALSCHE CILER 120 米 以 上 , 幅 50 KELEIC BEL, 
その 下 10 米 に 於 て も , CKMLOMRS し い 。 
IL Alar Efi a 
AUER ISE £ LCI OF MER ER IRICEO, 邊 つ そ の 一 部 
Sp ie HL 2 OBR IC EAR Le 3 REESE hs B we DRIEST & Lc, 
第 Bl 園 


VA PERSERIR IED OER PRK 
P Wet cp HM B BARS (AMM RODE Ot) 


PAE BLE DO 7e D(C PHBE GH7e, Lire SiC RO—MIC IL, SHROMGME 
を 伴 な ひ , SUL LTHINE SSMS OD, そ を れ ら は 多少 南北 に 延び た 不 
AM vy RARE BELT, EABIC BS CIE A CEE OD HEB & Elva & , FBC 
PST LBC ERIE BS OIA ts. MAL EAB Ik © HERS & AS 
FIC, ABW TIE Vv AH, Belt AUR 1 LCE 

DS BRAT AMM ICAT BC, BE GAVEL BEET © AEA HH Ic Jae 見 ら 
Sih LIL, ee oe する ages 
FA, FEORMMEROP MIME, 4 LO GEGES & FIC, ABUNIBENKIC HE 


mg 
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4 L, RENO GEL KT OME CH SS, Mil LH BMEIC ZL ¢ , PSBSA 
ROGET SAROMRA WCE, BNO RT BA 
DD. 

例 へ ば 第 二 園 の 標本 の 如き , HAMA OREBICE VIRB IROMBEC 
ある が , TOMMILIE v MRO MBO MEA me B wD, その 細 粒 に 確 染 す ら 
NITE ICE D ROTH SD, 中心 部 に は 標 式 的 の 黒 礁 を 見 , 更に それ ら の 
中 間 に は , PECMDEICHGIC LE PME OMA MES S 。 C OM OMMEL Te 
礁 塊 が , 母 岩 の 中 に 如何 な る 過程 で 生じ た か は , HRORDW し 難い 所 で 
ある が , WHO WHA H IC EELS WS CH OT, HO IC BEC HBL 
Feet D6 , 一 種 の 園 球 (nodule) と し て で て 生 な 8 の な を 認 むる の 外 な い 。 

KIC COMOMET TY, BOESLOBS LAC L ¢ PEL, BABE Ic 
PLAT SIC, HAR APIO. 6 eS DS, その 間隙 に は 方 鈴 確 , HRSA, 
SH SNDES O IRE & FRO (第 参 彫 ), 特 に その うち の 笑 銅 確 は , HEMEO —EB 
を 交代 し た 様子 を 示し て ゐる 。 THBIFHICEO GAKICHORICHS 3 ME 
IC LO CHBINES 1, HOMEILAB IC CMICILS SICK L, BACHE IL HEE 
6, LOLOGY HOME VEDIC ¢ , PORONMEE DET ICE. 

CALC RUC HUEL OAAPIC I, HALO BONUS FEM O., HOME 2 BREET 
MOK, ZOMMR IT CATH, MSM C EMI as, 
PESNVRIL CNEL Se EDA (FSV) 

CALE TS ICC AOMORI, Ak LCRA, RGN, POLS 
PIA Db LS KO LO CHIT, Kv ML -BS ROM NHR 
と , SOB E LLL, WERO LOEMT, COSBBMBStO oO 

MCL, BPO DSIRE FEC, BHSMDE & GECMME & % WHBEIC HEI Os,. BRM HC Ik 
EDOM BUS, VENTE SLS II, 

BRIE O WEE IC kB CoN AGIe ATAU ICG Hhlad CAC, Hes cays 
DD SRD OD GENDE & HEIR NDS, SIREIC LOTTE OVERAS ZR 
られ な た 例 を 見 る に 過ぎ ぬ (HB). と れ 地 展 の 開 係 上 , AWE LEICA 
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V7 ARR HE BADE D — 2B 
* Z misooe 6 PLA HOR OC cp BR ECD OBE 3 
t 2h Sa ae BEEK A cv $f gE 


IL ABER ERED D — BB 
cp HH tm wm Gi 


PB me 2 Ams 
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CT LESTE REGARDS 36 IC 7K E ASSAIC HAL, 硫酸 銅 の 溶液 を 生ずる と と あ 
DTH, それ ら は 速 か に 地表 に 近く 流れ 去り , SEO FITCH SOM ERA 
作用 し 難 か つ た 結果 で あぁ つて, その うち 特に 硫酸 独 に 作用 し 名 い 方 鉛 礁 と 
HEARED I, 
PbS(T Sti) + CuSO, (HeRREMi) CuS( 鋼 監 ) 十 PbSO』( 硫 酸 負 溶液 ) 
CusFeS, (Desig) + CuSOg=2Cups (JB SiNiE) +2 CuS (Zin) 
! 十 FeSO』( 硫 酸 鐵 溶液 ) 
SO MEIC LOT, GHEE (C BREW IE IC BME LIC ¥ OCHO, と これ ら の 反 應 は 
Zies, Allen, Merwin 議 氏 り © PEERIIIT EITC HE D7 CHO, 且つ と の 
) SOLED Tee -P AH 銅 礁 より 造 か に 療 化 を 受け 易い と と は , IE 
大 張 “北海道 伊 達 EO PRA ICHAL TC, 筆者 の 報告 し た と と ろ で あり , 同 様 
に , 方 鉛 早 が 関 更 鉛 春 よ り 千 か に 犯さ れれ 易い と と も , 岐阜 懸 写 岡 , 宮城 懸 三 
BEOMACR TC, EHOMA EERE ROR LCATHS, 
か く の 如 く , ATOR EESNIEIL, SK RILO WED Teo fe th, 銅 の 品位 も 
多く は 2 へ ~3% に 留まり , 例 へ ば 次 の 通 で ある (WELT). 
Cu Fe Pb Zn S  "BasOe-"SiOs 
BRAD RBS 3-75 13-40 1.69% 10.83 25.51 | 0:24 § 37.9% 
Bana AOmay 2.42 19.30 1.76 6.73 26.36. 32.46 5.75 
CALA ASE IC BEDE IC IE AL, 銅 精 喉 を 選別 の 上 搬出 せら れる 所 以 で 
ある 。 
| AO ZR ET 
RO VETER AEST YD , OMSL B BLO TUTE % UR Ue Us, FLU % PETE 
ACH SB, EO-MIMNL HES a OPM EHIE & LEO TC, Pst DPE 
FKL, EPCRA LOB, GMO GME, PREAVE IE IC Bet Ce B a, GRO EE 
feats 


1) E.G. Zies, E.T. Allen, H. FE. Merwin, Econ. Geol. 11, 1916, 407~503 
2) FEB BARR, As, H 19 4 (HG 13), 86 Ho 
3) EBRA, WA A=, Ris 28 4 (0B 17), 26 He 
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AAO CRO LOM, PNAS 8 番 南 3 HO W’OT, PARI 
(CREAR TC, BD RIKHE EAR し , 題 徴 鏡 下 に 主として 多量 の 重 品 石 と 黄 
SUR, SMR, MESES OE ADs b Be D (GAA) MCN LPS LOK 
HDTUL, ERR ME UC BLE IC YBO T , BRGAIED Fe 2H BINS, HOF 
PRO — IL, BEX ORR OK LC, RICHIE & BEL, 低 浪 性 確 床 に 囲 
AM —PEDYEBSIKBERE (meta-colloidal structure) を 時 +3, と の 場合 に 
 DiLMTE O — ABIL ERG IC BLO TC, TIL RT 3, 

AWE A Ik 地表 に 近く 存する た め , その 一 部 分 は 酸化 し て , 本 く 硫 化物 を 
失 な ひ , 地表 近く は 多量 の 宰 鐵 確 を 生じ , 普通 の “ヤケ” を 生じ て ゐる が , 
その 下 の 或 る 深 さ で は , 特殊 の 黄 褐色 粉末 と な り , SAAS CB Te FL 
を 以 て , ED FORMICHRL CHS, CORE BOSS FE ICBIRT Ic, =E' 
EL CHEE BRD, HBICH EO BIE E HES ICME VI, 

#1} COMOMA, MARI K CHMICMKEKROUEN E PEALE, 例 
へ ば 

FeS, (2800) +70 (W238) + HO (sk) = FeSO, (mie fi 8) + H,SO, 
(硫酸 ) CuFeS, (#€9418%) +8O—CuSO, (memes) +FeSO, 

* ZnS (PURSE) +4 O=ZmSO, (HERAT SH) 

等 の 作用 に ょ つて , PARE, 硫酸 鐵 , 硫酸 亜鉛 等 と な つて 水深 ける こと は , 
客 陰 的 に 確か め ら れ た と と ろ で あつ て , IICTO 4 BGM L BH ALTE LDS 
共に 存 を ば , この 導 化 が 速 か に 進み , CORES SMORMIC, AMBKE 
見 る 例 さ へ も ある と と は , HFCOMOBPICHLTK EMERY の 記し 
た と と ろ る で ある 。 
し か し と の うち 硫酸 鐵 は , 酸素 の 豊富 な 部 分 に 於 て は 更に 
2 FeSO, (硫酸 第 一 鐵 ) +HSO, (硫酸 ) +O (酸素 ) 
= Fe,(SO,)s (硫酸 第 二 鐵 ) +H,O(rk) 
Fe,(SO,)3 +6H,O =2 Fe(OH), ( 水 酸 化 鐵 ) 十 3H2S0O4 


1) 氷上 克己 , HM, #58 @ ( 昭 17) 435 真 。 
y 
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BRO echt 8 番 南 3 APE ARO BUSI HE 
PROG cp Wi 62 ee 60ce EC BAR 


RLOW 100 m Sie ARO WOH HES 
P ROR cp RENT  b DESDE Z PImisnme Pb 方 負 斑 cv ga 


ae 
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7S RNG EEL, 水 酸 化 鐵 即 ち 宰 鐵 足 を 生ずる 。 と れれ 辻 頭 部 の 硫化 礁 物 の 
次 けた 跡 に , 本 基 物 を 多量 に 生ずる 所 以 で ある 。 

し か し な が ら , 地下 或 る 深 さ の 部 分 に 於 て は , 前 記 の 硫化 物 が 酸化 し , 硫 
酸 皿 と な つて 溶け た で け で , CALA G AIC HEIR EES S71 OMS ES 
難い 部 分 も 起り 得 べ き で あつ て , 前 記 の 重 品 石 粉末 は , か ヽ る 部 分 の 産物 と 
LUMBANLS, 

と の や ゃ うに し て 硫酸 監 類 に 宮 ん だ 水 は , 一 部 は 地下 水面 を 辿 つ て , — BEM 
い 地 圭 に 湧き 出 で , 一 部 は 一 層 地 下 深 く 下 つて , ま だ 酸化 せ ぬ 硫化 奏 物 に 作 
ASS, COPAMCARIE THN, と の 種 の 水 は 速 か に 地表 に 湧出 し て , 
他 の 磯 物 と 作用 する 時 間 を 得難い や ゎ け で , 前 記 立 石 確 床 の 如 を は その 例 で 
あら う 。 し か る に 奥 の 澤 奏 床 は , 高 原状 の 山頂 に ある た め , 地下 水 の 移動 は 
NET, CEO-MO SGU EMO URE LCHRICEL, TS に 始め て 硫酸 
鐵 の 酸化 に よ ょ つて , な ほ 残 存する 神 鐵 奏 を 生じ た も の と 認め られ る 。 

か く て 残り の 大 部 分 は , RVR Hic FOC HE Sil DRS PIES IC RC 
接 念 する 機 稿 を 得 た と 信 ぜ られ る 。 し か る に その うち の 硫酸 鋼 は な , 容易 に 
と れ ら に 作用 する こと, Zies, Allen, Merwin 2» 28, 2 ERAYIC FEA ® 
た と と ろ で あり , : 

ZnS (PYRELATE) + CuSO, (HERES) = CuS ($k) + ZnSO, (HERA) 

CuFeS, (sigue) + CuSO, = CuS + FeSO, (硫酸 第 一 鐵 ) 

0 JME IL, (EVRICES T OMEFIT S. (ALTOF SMEAR CH nie, 
GWE AEDS 
5 CuS (#2) +3 CuSO, + H,O = 4Cu,S (SMH) + 450, 
nS RESO COMPELS, dD b COM eA CHEE LE 
Q, CHMTOMPOMG HC MME ¢ , 7e DIC AORE EAL te 
ICELUMUCHS. 
し か る に 確 農 の 下部 に な れ ば , MES OMIICEL ¢ , PINIX 100 KSTO 


1) E.G. Zies, E..T. Allen, HE: Merwin, Econ. Geol. 11 (1916), p. 476. 
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8 DICH CIE, HAR DHONI R HPT 3. Fe, SAGES 2 LC ORICA 
HENS, CILGC-BAL 7ePHRGAS, PRED sae EEIC A Siig 
られ , HOMIE ET ICL Be ORGS CHS, 

INET OMOMET HIT IL, MLORMO, HE x SIC ONE, ROBE 
MIRE LPI O, FILS ASTID DML KIC Sd PEC REEL Be & ee 
床 の 場 合 と 同様 で ある (GNBIHA). 

か く の 如 く , ROPE IC Yh TARTS OF Pope, Este 部 分 と が : 
ある が , HICH LE UC MBE, MEE, AE, AAO Fh, BEMIS, HELTER 
O GEM ASH, FoS EOD SOMME LAME O MINE HEPSMIC 
LOC, HERO BIRD FEE AF S ICME SH, 元 來 銅 に 豊富 で あつ た と 認 必 
られ る が , その 銅 品 位 を 更に 一 展 高 あ た も の は , EO _LIBOBEIC MRL LHS 
れ た 部 分 に 管 て 生じ た 硫酸 銅 の 作用 に より , (LOM as S Si AO fiw CG 
gid: (Ed 66.4%), BRSMTR (GI 79.8%) SICKER Feb THOT, WHICH 
AE MEMEO E § ROM IEG IN, EOMMAMNAEK OM D CH S (HE 
側 の 分 析 に ょ る )。 ツ 

Cu Fe Pb Zn 5 RasO, SiOz 
£7. 16.84 ph - 1.58 23.96 33.41 5.45 
15.47 15.70 » 3.29 25.40 38.43 0.43 
BUS OME 15%, PANTIE 30% 以上 に 汗 す る 。 

KIC Hi OMME OF SNE L , HITZ LW Bit eB & OPER & 5h ic, SANE 
AEE L THRO _AMS, BN SIESTA RIC HLS A, IIL EOF RICHEASO 
TAS. K7ewMULEMRARIL, HICH LCE OPE BIC BE LM KOM IE 
KIC ts ¢ BIC LOT HME BM, HAIDA PENSE ICH L CHR ILL Ta 
る 。 COLGICH CHURIS IRATE L, それ が 全く 酸化 し 去ら れれ た 
の か , TAD § BHP ASTELE し た か つた か は 不明 で ある が , PRACPROR EI SIC 
ーー 火 富 化 の 跡 な い の は , その 上 方 に も と も と 件 確 が な か つた 結果 か と 思 は 
れる 。 LISLTME OMIT TIL, SICA TBABS , 
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2 約 
-bALHRVR Ih ELC TALI a Ic RE Ce RR ED 2A IS 
CT, AD, IEA, LOM, ROMAEOPEKIC INS 
a AED WIC ILA PO Be SHAR 


Poa cane RUG YF Z VOR, ENR, 方 鉛 確 を 件 な つて , Sle & 
LOA FRAICHE SNS. 
VAR SNE IE As EL CHAE, RSE, PASEO S POET, 
AGAR, Denies I D Be D , FIA SAU, APB a OK & KL HRB ILOw 
PRA E Teo SOMES &IMOT HME CD Z 
BD SMR ee を 成 し て で てゐ 
BBS, SEICB EO GAMES Feld PRMIGHIC LOT LRN IC HEE BM, PERMIT 
品位 の 鋼 足 を 成 し て ゐる 。 
AMER @ BEAL iC DK 富 化 て よる 産 Eine WEDS OR SICIEL CKO 
如く に 奨 化 する 。 i 
HME DCMS AEE, BOK BEIT e LC Ie So BRT 
oa 硫化 物 は 全部 浴 け , Hi ih 右 の み が 残 存 す So HANA 
=m ZEOMMEE A, TEMES } TALICBET Bs 
1 RHE Ke (CE LS AE 
SUAS BRONTE TCD ICONPE% a2 & L, FBC IL LIC BE BRC HEA 
ASC VIC BRAC] NS ICI ee EK a a IS a 
IA, BOERNE OD — REACMINOS LOAEIL, HEL CHIBO 


BG ke Oo 
: i 3 
AMC Be SRHOMP(L, BARBRA 53. BRO WUE IC HO 
Cid, EASE A IE, UES AE, VERMA RICA SPT CTE EA 
た に 明 肪 し て 謝意 を 表す る 。 
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WAZA BRR OSS LBRO psc SMART, AA, DA, 
PES A ORISA, EAA SR (1870 2K) L ORICA AYALY (1609) oe 
Hj (1438) 等 を 分 つ 。 その 西側 は 荒川 CHE) OLHNC LO CLEC BEN, RB 
ほ 到 寺 を 留め る 。 こ の 演 底 に 大 規模 な る 石英 脈 存 し , その 一 部 分 に 多量 の 関 下 狂 世 を 
含む こと は , 十 和 敷 年 前 より 知ら れ た る 所 な る が , 最近 その 東方 の 山腹 に 更に 敷 除 の 負 
HAS W ARE L AE SIL, OMS % O (RIGBY SH 10 BOK, LO-FI © ADR ET 
る 石英 より 成 れ ど , EK MCAS RON MOE, HOMME, TLE Sty Bb 
) , SUSAR CRI Pe D 7, PROBA HERES, FOAM OTM BAe 
DOMES 4, BEE OD % OIL APIC LZ ABUTS LOB<, 品位 も 局部 的 に は 可 な り 
に 高き 部 分 あり , RL Te SIC LOTMA S MOL SO, EOI BS 
ES SYS BGR L 9 30 BORE, 特に 最後 の 10 WEA) Me FS OBIE 
CT, EODNRISMED Lo RUBLES L CDE TERPURES IK CASS) DO HAR 
ze LL, ~EBIS SASSER ANC Ba, TC PUICCE TE SABA (LEEKS 7 1 HEE 
の 結晶 を 伴 な ひ , HAE CBR BEH ZL 4, REL ORORRE BY ZICB 
by (au ERKGROPRBIT RO, ; 

SIS ORAL, [OP BETA EDS MAIC 4 ABS S O5kn < , URIS 
nae ae toes ae [渡邊 落 ] | 

Bane AS 長 KE (MATAR —T HA 35) 小原 健作 (熊本 市 出水 
ATV 2127 7) RSL (旭川 市 北部 第 七 部 除 江 島 際 ) 奥山 茂 美 (東北 帝國 大 
FADE RANE eerst) 深見 稔 Se ee 
長島 政吉 (同上 ) BEE (同上 ) MOUSE (同上 ) 櫻井 敏生 (同上 ) 西島 隆之 (同上 ) 
NOEE(RA) (同上 ) BEARD — (fab) PeREEB ae ie 石田 洋三 (fa 
上 ) FP 敏雄 (同上 ) PARRA EEE (同上 ) 山岡 一 雄 (同上 ) 島 ae (同上 ) ERE ( 同 
+) 高島 涯 (同上 ) BECHSES (同上 ) 倉持 文雄 (ALL) 2@ How ae 私 
原 正 林 ( 京 城 府 孔 徳 町 396 の 23 金剛 器 院 方 ) 大 塚 較 火 ( (iPS) WERE 7 Weg} RUE 
9925) 草 雑 忠明 OSS HE APE MY 71 PRR ET) 鈴木 快 夫 (RRNA eT 
町 479) 岩崎 正夫 (旅順 市 中 科 町 7 SOF) POR (HORALREAT EE SIL OVY 3 の 4 
BRAT BRASH) 小林 三郎 (BAIN ISH BELL) 
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6951, AA SH=MVUREORTBAD 
lembergite KHBOMMICHT HE 
俊男 

Lembergite 04S ia (< Montmor- 
illonite, Nontronite の X ae FE 
に 類似 性 が ある 如く 思 は る 。 Bb Lem- 
bergite は Montmorillonite #iic BLUE 
~x% | DOP LwS-, Lembergite 
ARIDFEBICBRT NT HaVR- TTR 
YU hk BLY RO SRKERBIC LT, 
Siete S Montmorillonite, Nontronite 
LU RPM SL, BARBOSA 
Nontronite た 最も 近 き 一 種 と 老 へ ちる 。 
非常 た 近似 せる X MHA REST 
る も の を 次 の 如く 分 く 。 Garnierite 族 
—Garnierite,Genthite; Montmorillonite 
、 #—Montmorillonite, Lembergite, Non- 
_ tronite, Lembergite は 第 三 紀 砂 鐵 層 に 
PBI ARS}, AFRICA TLS EL Ka 

Picks asiakr vSeRL- CHES 
SEU RU PERT LOLES. 
(Hie, 50, 161~167, #8 18) CHER 
6952, SEB SEOIANVE RACH 
て (#—H) ALB RICKS BIL 
ト の 微量 分 析 法 Beet 

鐵 ュ ベルト の 微量 分 析 法 と し て ロロ ダン 
錯 忠 一 アセ トン 深 液 法 た 依る 混合 比 色 法 

EEE YN, FTV ye ABS at 


ok ib 7 (47) 


を 用 ひ , 同 一 溶液 の 495mg 及び 619mp 
に 於 ける 吸収 を 測定 する こと に 依り , 鐵 , 
ュ ペ ルト の 濃度 を 求む る と と を 得 。 定量 
の 平均 誤差 は 鐵 た 就き て は 40.5%, 2 
ベル ト に 就き て は 約 41% LC, KE 
の 場合 織 コ ベル ト を 分 離し て 各個 に 比 色 
定量 法 を 行 ふ より 正確 な る を 知れ り 。 基 
の 着色 の 開 係 上 , MKVaxr howe 
き 場合 の 方 が 本 方 法 に と り 有 有利 な り 。 
(HAEE, 64, 438~442, 昭 18) 〔 北 原 〕 
6958, RERSHICEDSS Ska oF 
VER BEY 1) 中 平光 興 

EERE MA CRRA ICTS & 
BLS <P vy RO DEBS V, COD 
MILL C EPR CHEF, OF 
Of} AP aay ~ ROA EL 
CHIASNOLHV, CORRAL HICH 


‘G0 =o 7 UE DB MUIR te CE 


す 。 EWR CIMS VC, -ahHek 
CBEST SRSROMA LET LO, 他 
HE BICK 0.5~2 FA OIRO HH Ike 
wTLORV, BHOMICR TILES 
の 上 下 に 蛋白 石 を 件 ふる も, 前 者 た 於 て は 
KER ESET ANGRY e RUBE IC 
ZS SICRMRIREL BRL, MARGE 
Yyfi n=1.547 eV, MM KO LOO F 
wplkkte SWB AT SIC SiO, 48.28, 
Feg0, + Al,O, 1.71, NiO 23.42, MgO 
15.38, H,O(+)5.42, H,O(—)5.61, 詩 
99.82 た し て が ゲー= ェ ライ ト に 相 営 す 。 
Jo2-av F= THOR CX BOS 
RGAE LRT SIC BEV, (理研 82, 
374~375, 昭 18) (KAI 


抄 8 (48) aR RR BS ie #8, 256 
FAIS SETI © ERRAND E ERT SB 
SASRKUS Ot), (XVII Intern. Geol. Congr. 


6954, RKS ESOS wIceEA 
Crigoriev, I. F. 

Kite S REA IK ES DRILLED © SP Ap ik 
% @ Ji\ UA] © #4 IF © HE RE HY BE IC HK WES 
1, EAT OMMO KR OEFELR UR 
Me 2H, LOR AIO HE ICILO & 
BMRB EHH RIK BBt RETO 
な り 。 SIU) OD —FEMICIAU 3 BEALE 
HA © Sh PT WIG Re AST BS Ik HY A HR & PR 
EF SOREL F, +O PEE Yn, ERIE 
ORR E b tr, RicKte d PALO 
REAUHE PES FALSE OAM IC k SPREE 
の 分 布 に 重要 な る 闘 係 を 有 す 。 

Bit (b & EB te AWK © DELH It MED rp OD se 
ACIS 3 ARBREAMB oD EAEIC BS B 


も の に し て , COMPRA Le 2 Hee 


及 周 園 岩層 の 抵抗 た 打 内 っ 場合 , Bis Ke 
造 的 比 動 が 冷却 中 の 昔 虎 に 各種 の 絆 動 を 
RSSYECIHS, 

4 RAS PAAR NIT S HEMT SARREIC ATS 
SAE, WMO BEN IH < weIE ENE 
(SHO ZH IC MEIC DHF. PED a 
か な る 冷却 中 , XD RAB OPM KIC ABS HE 
SHS MIC LY AT 2 Bee tee me Aa 
> LACIE L, AEROTEK IB as 
行 は れ , 一 定 人 金属 の 集中 を 生 ず 。 Asn 
O SEC HEE HSH asin it SBS, 酸性 
FR IRL DEARB & te VU THR BEdag IC 
PL RG ARE BL, Ke Wo ae 


RERO PE LIS. と れ ら は teles-* 


copic の 特徴 を 示し , そ © BR Vo LRG (x 
HES EBL SD. MEK DRAB OME (EE 


Abst, 1937) (#8) 

6955, BRONMEPLES ss eH 
HAZ 

ACRE TENE R 7 +e V MEME EE Le PEO 
UE RU SEIT ARR ADD BK - BALE 
D HWS IC BEAD S ALS oh © FREI 
DS MR SPREE, Poe 
Ai KREIS CAAT IL BF し る WEE 
の RAB ICP ESO, BHI 
EN AO BEN RB ICS { , RE MAIC 
BCACREMeZS neMrahres 
も , BHICPCAMRE SOS (Bia 
大 な り 。 MHAKHBHO HLE 
(ER HE — GS, BLE, MoD 
—iB A, REE, AEA, MRE, EE, 
WkGEOR, WRK GY 2 av BRB, AF 
2 y Fi, Hille) 多く , WIC WTR CB 
TEE 4 Aas (Sear hs — BBS BE 
ANA, RST —PBE, a, Wie 
i, ESR, AFR YB) St WED 
TEAL Y WARES % OL Bis 35 
C28 2 ANE (AA, HR RRO BRE 
StL, ARO, MA, BE, OR, 
HA RAGE AD, HEY oO yg 
CREE BRA, AS, SSE Bee, 
MiB, BESTE KV RS) RUBE 
Wa (GREE, AS, BR A, BOB, Be 
Bt, DAY y HR, RRA) ょ うり 
RY, 既存 の 角 関 岩 の 捕 獲 さ れ た る る も の 
と 考 へ られ, PESO AR Eo 
AA aShOMMaAL Ly t, 赤褐色 を 時 
する は 捕獲 後 の 熱 的 影 結 た に た ょ る も の と ょ 解 
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§ 抄 9 (49) 


REED 9 THRE PL I BBE DR 
BBIC TSC #EU BBB BHM LIK HH 
ABES EL SBRKBES. Cli Hh 
BOPBMCLSVOIL CHEE BL 
Omelet Blan, Koctk#HoRe 
EE BIR BS PLA Db O BERL TED 
た る も の と る 考 へ 得 。 

HERA BRRBAK S WES ERS S 
CARY LBHEBRO BAKER LBB? iv 
是 つ 混成 され し ゃ の た し て , HHRBOR 
PIL PE L CH it BROTH L -—BetxXS 
は , SHOBAVUM KBE it Ht 
FS FARE IC IRE SY CHV LGBT S 
も ゃ も の な うり 。 (Beers, 19, 110~118, 
fA 17) Caster) 

6958, BZEXWSOS ABAIHA (111) 
TH eR 

MI DRA KW OM MBI ICA 
BWGZEITOOLS), AIRC TE 
SRC SMASH WMORA, =Vr 
HEA, RES, BANG, 奏子 及び 沸 石 等 を 
輝く た を た り 。 輝 石 安山岩 及び 角 隊 安 山岸 の 
石 基 の 主 成分 斑 物 た る 妊 長 石 は 前 者 に 於 
CSB XV Ab 成分 た 富む こと 題 著 
な る る も , 後者 に 於 て は 然 ち ず 。 例 へ ば 前 
#oOPERIE 85~70% An KL CHEE 
59% An iS bPHICH THEA TSW 
55%An に し て BH 78~58% An な 
Yo 

HAL BOMFORRBIZE<, 淡 
色 の も の 約 1.520, RE Ho % M 1.530 
~1.552 U0, ZKKRLANRUWBOW 
子 は 低く 約 1:510 72 Yo 

WAS HA we Chit Lb 


て , RAIA ZEW A CS Dl PR BE Hs ot 1 
STS WTO HB NPE Mid Mas 
a=1.489, B=1.497~1.501, y=1.508, 
光 軸 角 (+) 2V=S55 CL CRIB RES 
Fo (Mem. Fac. Sci. Kytsyt Imp: 
Uni. D. 2, 1~14, 1943) [大 森 】 


2Euik 


6957, APB yFIBROUR Lt TOR 
ft (I) AP sak 

=VFTNOPALTROM( SMICK 
別 す 。 

映 紋 岩 及 び 忠 基 性 岩 BAO Bs S 
は 臣 基 性 深成岩 た に 層 し , RRC ABI = 
ッ ケ ル の 含有 の 多き も ゃ の 比較 的 多 し 。 含 
= 7 7 MERC ELTC HS TC bie (LORS EEE 
WD fal Fo L EPA REY © im Was HE S KE 
Chk LS EMS. BES cil — 
BIEL UGHLES, BEMOLOK 
LLG BGiMLMOe AILEY SL, 硫化 . 
Bin D pie SBE RK ale Tl REM 
AIC Hath L, BERR fe (EVE LEA, 
BILE KRENL TOMI, CHE 
OBRILBLESAOA, TiILTRO KR 
(EEO Bec Le mT LO’, HRaA 
HEH IC BELA O ASRS 5 Bl ls Bic ae 
IED RIC BET 6 ODT BF AEMO 
BERT OF BREA SM REBT 
結果 と 解き さる 。 

aI NRE Pe IE IC RE 
を 件 ひ 特徴 ある 結晶 集合 を な し 硫 石 中 の 
= ッ ケ ムル 品位 は 概して 風 品 位 た 比例 す 。 


と れ と 美 た に 徴 量 の ュ ベ バルト を 含む も の あ 
り 。 磁 硫 筐 秦 中 の = ッ ケ ん は 主として 磁 


* 


#5 10 (50) 


RoR MRR ES 
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BaI7APMLLE CHES, BLAH 
LY BLS Oke Ic £ YS eR Le 
B Bi CMRI BS Ue Be GET A UE IE AC 
REET, B= 7 > 1 Rew ROMA It — 
部 の 人 に よれ ば 匠 くく の 如き 作用 に ょ りう り 生 

CKO BRRRZY LBS, 然し 他 の 一 
部 の 人 々 は 気 成 作 用 た に た ょ る も の と 主張 し 
Ae HBR D (EHD SER IC BET SB 
DA Vo 

= 7M DBC ROME SY BS 
BR = 7-7 2 He eM eat RIC 
TORS IEG IC PRO CHET 9 LAPTRL © Be 
PRIS PARR & REBEL L De S 熱 水 深 液 
に 開 係 ある 硫化 作用 に より 生成 そら れ た 
LOWV, MF ra zu THEO FP 
だ よれ ば , = 7 rr OBL ROME LY 
eat MAURER LEB LB 
接 な る 義 係 の ある も ゃ の な |!) 。 

SaVT AEM BRU A BELA 
FIC DR ADD + KERR RR LE DODTES % 
DELI BMD = 9 + 1 OBEILTEM 
OE (EGR % Ba fay DER IC RES R 
Dit © BTR & (R34 DO LMC Lo 
SV Sa 77 HEPRUGE - 
chatter YIM RCR Ee PO CH LR 
AM ICH TREATS LORS A, CHE 
BALERS 5 TE hb EO Rs 
TRVEHL E UPR SLORY, 

Ba 77 HK EB CA Re 
FE VE LK RAO BL (k RIC k YY SRI 
=I7A MMERDESLO, Ris 
S77 VET BS GAB. ELD 
52 DUB IC ER EUR S OSD Y , 
TI YE= DNL BSS, HERB ASS 


Bers 


fRAL CR = 7 or Bick & te SIN IC S 
TIX LABOKAMOVEAICIS YOLK 
水 作用 に 謎 せ し む る も ゃ の と の 二 つ っ つの ゥ の 廃 あ 
Vo (AHP, 14, 176189, 昭 18) 
CALEY 


AHBK BS 


6958, BAM SBE Teichert, C. 
西 ホ キー スト ラリ ヤ の 上 部 古 生 居 の 三 大 
4y #5 a oe, Irwin River, N W. Division, 
W. Kimberley C92 (LARUE fir > HE 
EROS LE & Ft MES o ACA HEBEL TF 1c HE 
BSED IC SUS a, MER, WER 7o By PED fi 
ARS EB CRBtLS, SERBEM 
OVP FRICMLE ST NIE, Hlniz New South 
Wales の Hunter japHhintic Est Mic 
eee SP BASAL le — PF BPR se I —_E PR 
成層 の 一 般 層 序 ほ は を た 西部 深 洲 に る 之 を 
認め 得 可 し 。 西部 泳 洲 に 於 ける 氷河 現象 
は Sakmarian 時 代 の 営 初 に で 初 ま り 
Kungurian Mie その HE BEDS HERS S 
も の な りす り 。 また シャ , 印 庶 , チ モー フレ 島 
OBA t DYE STOR VS 

FPR ICAO 6 =A ek la ho 
Geek S HARRIS LO, HIT UV eV 
に 其 極 限 た 達し, Artinskian Hpiciz#s 
縮 和 され て 間 永 期 を 示す も ゃ の な り 。 永 期 
OP RY OMAR, 西 党 洲 た は 豊 党 な る 
海 棲 生物 が 到達 し た り 。 西 注 洲 の 上 部 吾 
AJR D 27) + RRA Oth aR 
に 堆 病 せる も ゃ の に し て , © OFF FIRED 
BOF = — AMIRI Zt ote 
Do EUR URED BER ES & © HA ILA oe 
ARERIL, TEARORIICES CT RBLE LAS 
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52 $b 11051) 


TeLAORYLALB DEY, 
Assoc. Petrol. Geol , Bnil.25,3, 1941) 
‘CE HS | 

6959, アパ レー チャ ン 境 造 の 二 三 問題 
Sherrill, R.E. } 

TU Fy YATRA Se eR LT 
層 に 富む TNvu-F xv WRAP OIL V 
PERRIS MED. ULE LR BIC MT O BABE AS TT 
は れ , TOPE OM MA DIRS S ゝ に 
HV MME HER IC RS 3 HA OM 
HO PRET, LT D 78 th ra a & Tose 
CLV MPO MRO EAT SIC 
れ や りり と な す な る る る, MEGA 
び が 適用 た つき て は 知ら ちる 所 少し 。 

BTL CORRE Ste SER Els 
2S, KMOCMIRAKE De Spa owS 
BLY) HeOLE, MREAOMR, 福 
HH OGRBESSE RN LEY. 要する に 本 問 
ICS S BE SMR OWE, COT 
PrckoOCcOR, HIBS S を 得 可 
し > (Amer. Assoc. Petrol. Geol., Bull. 
25, 3, 1941) [高橋 】 


(Amer. 


6960, MIIDBEBSRMSABLBOP 


生 層 に 就 い て RMA BHE 

et A aR D> TEE (PP TT FIRE, 大 旬 
FI) 及び 泉 頭 統 た 分 けち る 。 沙 河 
FEEL E RES BO, DIF 
RRB, WOR, ABRORKRAL Y 
BY, SEEMS AT. BMORB EH 
a, REBLISROMMILALET. 
KAIF KW EYE US, ASML Ais 
Yo BR Rit Et CHS, BRAY SE, 
EUHIC LCE ERMEEAL, BBMILR 
EES EBAY IC BEES 9 WiFi t ik 


(HAR It RAKES IC LC, Heo HE 
REPU IC HEY. TIS, PIF RELL ESB OR FE fa, 
RPE TSS LBA SZ, Ribs 
FRE Clk Fo BL VRE KCBS 
25km © falc Ft WUGEHE RK &D Sk Sh lw ps BE 
29, SAE aT RM, wae 
近 , A tM at RUG E © #B AE RIC 
RLV. CHEM Y (地質 , 50, 103~110, 
昭 18) Ged) 


ae oe FD 


6961, FRIAR PETRAER 

Fe ER MS AR AN a IC BS CE 
AInk SIAL t OPVERIC XY 6 fic 
分 ち , それ ぞ れ に つき 耐火 度 (SK 35~ 
29), 比重 (2.61~2.64), Lee AE, 
{LEB Sp BF (SiO, 45.52 ~ 47.92, Al,Og 
34.62~38 21, Fe oxide 0.59~2.38 CaO 
0.07 ~0.10 MgO tr. Ig.loss 14.46 ~ 
14.88), HAORR (SK10, SK17) に 
ょ る 吸水 量 測定 , DERE O REY OR 
・ 成 試験 等 を 行 へ り baie Sb 
OV KER. , ,) ア ルミ ナチ 含量 も 多く, 焼 
成 た 於 て も 高 火 諾 と な る に 従 ひ 焼 締 る 。 
REED BMLDE Bir SORE T, KR 
Shik yk HO % OL KEES, アル ん ミ 
FRED, BHVBL. (RRB 
#8, 51, 133~134, 9 18) CARIR 


A i 


6962, fIEICKSRIERVA Sarbeeva, 
PT. 

YO TH RRO RABAT) © 
BRE BBB ICH 3 i CIC £3 AR 


抄 18(52) 


a BRD RR BS. 
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HE ORABLE ST RIBA Si Ric x 
DCH OERESLOEUBER SLO 
Do SEES Dee BR oo IC 1k BA As 1 HEEB AQ IC AR 
2aRE Te S APEX MPT LODVY, EH 
MARU Y 4 bv y YIE RE RD 
も ゃ も フ セ ー ン は 光 加 的 に 不 活性 な り 。 偏光 
に よれ ば 敵 化 席 の 低 き 部 分 た 存する 胞子 
RUB AND ie a>, HOPES & BB 
示す 。 SANILBSK HRY LB, 80 
~83° OF LL, RM ALL 45° と 
な る 場合 た に 最も DARE te SHEEN PELE BB 
MF o CHE OME, 同一 盆地 に 産 
する 石 敵 と 全く 同類 造 な る を 示す も の に 
し て , と これ ら の 事 波 は ド ネ ッッ, クズ ネッ タク 
春 筆 地 に た に 於 ける 石 敵 化 作用 が 同一 原 質 ょ 
VELL CHR, 無 畑 敵 と な れる こと と を 
MT RLOWV o AHL MMP D Fete 3 fA 
SEIT BL IC SEPTIC kB SERED ZOD 
な り と す 。 (XVII. Intern. Geol, Gongr. 
Abst. 1937) [高橋 】 

6993, SRA MARR SOME 

WN BE 

本 地域 は 主として 談 の 諸 系 より 成る 。 

1 報 旦 系 (原生 代 ) FBR ES 
EL L CHIME 2 tS EBL. ER 
fe EE Try, 

2 BAMA AMIE HR LE 
PRIME As EC, NEAR SE ee eae Et eH Peg 
BV RY I4 KOBE RAKE HE 
SV. Bz 200m 以上 と 考 へ ちる 。 中 部 
KEL LCHRARBBELBLa= 
RBOLHE ES, 厚 さ 50~100m, 
上 部 は 厚 さ 300m BEI L CARE, IB 
Ke, 頁岩 の 互層 より 成り , 頁岩 は 一 般 に 


薄 層 な り 。 Acrothele, Lingulella *& 
PERMOMTBL, 

3 Kili A LUDA FM RE HEA IC 
VARS, ARBHAAKStELL, H 
# UEDCH © WEE beter, Rs 500m 以 . 
上 に し て , 化石 と し で 三 葉 最 , Dam, & 
Rr ET, 

4 AF WAR( ARAL) 奥 陶 系 を 来 
TREES ICBOPBicEL UCHEARU 
HRKEAA, WAAS, BRAK Hw Hic 
LT, BAAS IK SBOE E, YEA RU 
BAR ARS /GRET ( 厚 さ 200m), 
中 部 は 黒色 頁岩 より 成り , =SKoORBE 
BAL LIE し ば 植物 化石 を 産 す ( 厚 さ 
300m) 。 上 部 は 主として 砂 農 , OHA 
DHIFRU Fw B kU RD RICHER 
we ESP EFS ES 450m), ARO LE, 中 , 
PRBit KA OE EB, F BAU BEE, 
AR BIHS LOH S, RKO 
£, 中 , 下部 は 夫々 野田 氏 の 彩 家 統 , OIE 
BEML U 1 BEBE, ARR GEIR , KBE IC HAC 
V2 eae LUBE, SPIE, A REIC BLES BS 
SZOAML, ' 

SKA TRGRRF HH eat 
LHEt MARAT. HPs come 
BRU ORRE EA LKB Sb. 
Bit DY 。 1 

SHEA 三箇 儲 礁 岩層 ょ り 成 り , 
100m 以上 の 厚 さ を 有 有 す 。 上 部 価 羅 紀 と 


も % 考 へ らち る 。 


7 火成岩 Sy YH 4 PEELE BRE 
LEO MERE, JLo ZUR e (ICR 
So (HPN A MAHAR, 106, 5365, 


BE 6) 


第 三 士 伏 BARMDR RB OR Ee 
SRS Ceres a eae oe Ya 
ks 8 & -& 
Be it * RM 碗 
SSS ET 高橋 純一 琴 井 誠太郎 
鈴木 本 伊藤 AW 
RRS & (= bh WE BH SR BH 
BSE e AR KR 
本 @ B& wae 
伊木 HM AR BH ER BK ALE xn —B 
me RR AF GR 木村 太郎 7H HE we FB 
aPee= HEBER 野田 勢 談 郎 原田 BR RH wt 
藤村 幸一 he 23 保科 正昭 本 間 不 二男 松本 唯一 
松山 2 RAR 厚 wo £= We Ce WR BR 
FF ERS BH 
AEE SLIE ES (5 it) 
AG 成一 MR SH 河野 HO KE SH 北原 順一 
SAR=h Hh BH 高橋 純一 竹内 BE 根 橋 雄太 郎 
BHF 2- Ak P= FEBBREB 
ae FS ane ae 昭和 18 年 10 月 25 日 印刷 
(rez Th Ab a BK Se SE PY 昭和 18 年 11 A 1 Bee 
Dm A te Se 3 Bh ABA BRAN RUBEBRE 
価 益 市 國 分 町 88 番地 ANE TS ALA eR PQ 
A) mR we SOD OT AAA ae eRe 
(東宮 103) Hzzis Barmy 88 番地 (HRAF fle 8825 番 ) 
#7 AXFAARMEKSS zA@eaez 


AME Ths FR Ab ir 2 ER A 
FAS HH ARC (Ei & A G#222156 


配給 元 AAI ERA at 
BOE Th ii RRA MY 2 9 番地 


ee an en ae 
Roath AA 2 Ta 
(振替 東京 5 番 ) HABA 41 


Py TBSP 4 園 


A ab 2 8 ( Bt) 
1 3B @ 80 & (H+SK# 1 &R) 
AS ak BE A 
WHA 1A 
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